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セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
？

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
W
H
O

（
世
界
保
健
機
関
）
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
働
セ
ン
タ
ー
が
推
進
す
る
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
国
際
認
証
制
度
で
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
私
た
ち

の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
お
び
や
か
す

大
き
な
要
因
で
あ
る
「
け
が
や
事
故
」
に

着
目
し
、「
け
が
や
事
故
は
偶
然
の
結
果

で
は
な
く
、
原
因
を
分
析
し
、
対
策
す
る

こ
と
で
予
防
で
き
る
」
と
い
う
理
念
の
も

と
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動
や
事

業
を
生
か
し
な
が
ら
、
予
防
に
重
点
を
置

き
、
科
学
的
な
分
析
と
地
域
住
民
、
関
係

機
関
、
行
政
な
ど
分
野
を
越
え
た
連
携
・

協
働
に
よ
り
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
25
年
11
月
16
日
に
大
阪
で
初
め

て
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
効
果
的

で
継
続
的
な
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
た
め
、
そ
し
て
周

り
の
大
切
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
も
う
一

度
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
協
働
課
（
☎
３
３
７
・
３
１
０
３
）

認
証
取
得
か
ら
1
年

　
９
月
21
日
に
、
交
通
安
全
市
民
大
会
&

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
報
告
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
交
通
安
全
市
民
大
会
で
は
、

一
般
優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
な
ど
、
交

通
安
全
に
対
し
顕
著
な
功
績
の
あ
る
人
に

対
す
る
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

報
告
会
で
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

取
り
組
む
６
つ
の
対
策
委
員
会
が
、
１
年

間
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
左
ペ
ー
ジ
が
６
つ
の
委
員
会
と
、
そ
の

取
り
組
み
で
す
。

も
う
一
度

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

考
え
て
み
る
。

て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
協
働
課
（
☎

　　　　　　　 　  リーフレット
　　　　　　　　「あんあん」を
　　　　　　　　発行するなど、
　　　　　　　　自宅内でのけが
　　　　　　　　の防止や学校内
　　　　　　　　でのけがの防止
　　　　　　　　に取り組んでい
る。また、子育てをサポートする
ための子育て支援講座なども行っ
ている。
　校内安全
マップを作
成した小学
校では、取
り組み前と比べ、けがが28.5％減
少している。

自宅でも危険な場所がないか、
チェックしてみてください。

子どもの安全対策委員会 高齢者の安全対策委員会 交通安全対策委員会

　高齢者の転倒
予防として、運
動機能向上を目
的とした教室の
実施や、パンフレットの配布を
行っている。虐待防止に対しては、
見守り活動の実施や、認知症サ
ポーター養成講座を実施している。
　平成26年4月現在で、認知症サ
　　　　　　　    ポーターは約2000
人　　　　　　    人にのぼるが、ま
　　　　　　     だ十分ではない。

11 月 3日㈷、16 日㈰の認知症サ
ポーター養成講座を受講してみま
せんか？（広報まつばら9月号参照）

　幼稚園や保育所、小学校を対象
とした交通安全教室や自転車マ
ナーの向上を目指した街頭キャン
ペーンなどを実施している。
　また現在
市の全中学
校区におい
て安全マッ
プを作成中。
　取り組み前と比べ、自転車事故
の件数は、9.7％減少しているが、
交差点での事故の割合は増加して
いる。

交差点は左右の確認をしましょう！
自宅でも危険な場所がないか、自宅でも危険な場所がないか、
チェックしてみてください。

　防犯カメラの設置の推進やセン
サーライトの設置を行っている。
　また、夜間に自宅の外灯などを
点灯し犯罪発生を抑制する「一戸
一灯運動」の推進を図っている。
　取り組み前と比べ、刑法犯認知
件数は、7.2％減少している。

夜間はできる範囲で自宅の外灯を
点灯し、犯罪の起こりにくい環境
をつくりましょう！

犯罪の防止対策委員会

☎
３
３
７
・
３
１
０
３
）

市
民
協
働
課
（
☎

の認知症サ

交差点は左右の確認をしましょう！

　災害時の家具転倒防止の対策と
して、勉強会や出前講座を行い周
知を図っている。また、地域防災
ネットワークプロジェクト訓練を
実施し、地域ぐるみでの防災意識
の向上を目指している。
　平成25 年度の地域の防災訓練
参加人数は、平成23年度の4.6 倍
の5500人であった。

災害時に備え、ご家庭での水や食
料の備蓄をお願いします。

災害時の安全対策委員会

3 日㈷、16 日㈰の認知症サ
ポーター養成講座を受講してみま
せんか？（広報まつばら9月号参

11 月
ポーター養成講座を受講してみま
せんか

の認知症サ
ポーター養成講座を受講してみま

月号参照） 交差点は左右の確認をしましょう！

災害時の家具転倒防止の対策と
して、勉強会や出前講座を行い周
知を図っている。また、地域防災
ネットワークプロジェクト訓練を
実施し、地域ぐるみでの防災意識
の向上を目指している。
　平成25 年度の地域の
参加人数は、平成23
の5500人であった。

災害時に備え、ご家庭での水や食
料の備蓄をお願いします。

災害時の安全対策委員会

　自殺の危険を示すサインに気づ
き、適切な対応ができる、ゲート
キーパーの養成講座を実施してい
る。また、専門相
談機関の拡充や
周知のためにパ
ンフレットを作
成し、配布を行っ
ている。
　平成26 年7月
現在のゲートキーパー養成講座の
受講者数は、800人以上にのぼる。

あなたもゲートキーパーになりま
せんか？

自殺予防対策委員会
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
産業振興課　☎337−3112

通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550

地域保健課　☎337−3125　☎337−3126

開会式

ボールパフォーマンス（Life Under（eN）)

（9:30～10:00）

ダンス （MTBR33）

和太鼓 （夢の鼓＆星の子）

弾き語り （磯山たつや）

フォーク   (West Wind)

大阪市立文の里中学校吹奏学部

フラダンス （Na Lei Lanakila)

みんなでマッキーダンス！ （市体育連盟）

マッキ－と
キャラクター大集合    

9：30

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

11月9日㈰

第5回 開催予定アトラクション

中央公園

ダンス （Dance Stadio MONSTER）

フラダンス （天美スイートフラハンズ)

ダンス （Dance Style）

Yuu feat. 松田幸之助 , 小芝ミチオ

ゴスペル（リンクオブヴォイス）

ダンス （しんける＆マイケルを踊る会）

マッキー、あぐりん、
はぴなんのじゃんけん大会

（10:00～10:30）

（10:30～10:45）

（11:00～11:30）

（11:30～11:45） 阪南大学チアリーディング

（12:00～12:15）

（12:15～12:30）

（13:00～13:20）

キッズダンス（13:20～13:30）

民踊（かのこ会）（13:30～13:45）

 P

（14:00～14:30）

（14:30～14:45）

（15:00～15:30）

（15:30～15:45）

（10:00～10:30）

（10:45～11:00） みんなでマッキー
ダンス！ （市体育連盟）

（11:00～11:15）

（11:30～12:00）

（12:00～12:15）

（12:30～13:00）

（13:00～13:15）

（13:30～14:00）

アームレスリング大会 （チームごっつ）（14:00～14:45）

文化会館 体育館 体育館 工作教室 図書館

11月8日㈯

11月9日㈰

11 月 8 日㈯・9日㈰ 10：00～

16：00（※9日㈰は 15：00 まで）

11 月 9日㈰のみ

★13：00～13：30　体育館前駐車場

特別企画「味と技」  
大阪の伝統工芸品の展示と制作
体験（入場無料）制作体験は有料  

11 月 8日㈯のみ
マッキー、あぐりん、はぴなんグリーティング「子ども達とつくる巨大アート」

★11：00～受け付け開始
（先着 20人）12：30～制作開始
文化会館前

まつばら
オヤジバンド
FESTIVAL2014

15:00～19:00

映画
「夢 おいかけて」

上映

映画
「おまえうまそう
だな」上映

10:00～12:00 12:30～14:00

紙すき体験  
（協力：マツバラ金網譁）

はんこ作り体験
（協力：譁小山良印材製作所）

絵本のひろば
（松原子どもと本の会）
絵本の展示、紙芝居など

11 月 8日㈯・9日㈰ 10：00～

16：00（※9日㈰は 15：00 まで）

11月9日㈰ 11：00～12：30

　　　　　13：00～15：00

マッキ－と
キャラクター大集合    

特設会場 2階集会室

11月8日㈯

決まった
よー！

▲昨年の様子

年齢・性別などを問わず健
康な人、また、このイベン
トのルール、ウォーキング
マナーを守れる人。ただし、
小学生以下は保護者または
引率者など、介助の必要な人
は介助者の同伴が必要です。

参加資格

マッキーフェア出店予定
▶松原中央公園にて、午前11時～午後2時
●合鴨カレー（松原商工会議所）
●松原コマツナ麺（㈲太田製麺所）
●Tシャツなど（富田被服㈱）
●マッキーせんべい（御菓子処　荒岡ねぼけ堂）
●あんまっきぃ　どら焼き（御菓子司　吉乃屋）
●バッジなど（㈱エム企画）
●コマツナおはぎ（㈱パセオ）
●万能焼肉のたれ（㈱ともいき）など ●問合せ　地域保健課

  当日の服装
および持ち物

開催可否

雨天決行（荒天中止）
午前7時の時点において松
原市に警報発令時は中止
とします。

万一事故が発生しても主
催者で加入する傷害保険
の範囲内および応急処置
以外の責任は負いません。
十分に体調を整えてご参
加ください。

免責事項

ウォーキングに適した動き
やすい服装、運動靴、タオル、
雨具、飲み物など各自での
ご用意をお願いします。

問合せ　産業振興課
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通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
環境政策課　☎337−3127

子ども未来室（子育て支援係）　☎337−3118上下水道総務課（総務係）　☎337−3135

　
松
原
市
・
大
阪
市
・
八
尾
市
の
３
市
で

一
部
事
務
組
合
を
設
立
し
、
ご
み
の
共
同

処
理
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

10
月
に
３
市
の
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
大
阪
府
か
ら
一
部
事
務
組
合

の
設
立
許
可
を
得
て
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
ご
み
の
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
一
部
事
務
組
合
と
は
、
複
数
の
地
方
公

共
団
体
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共
同

長
年
の
懸
案
課
題
を
解
決
し

　
　
　
　
ご
み
の
共
同
処
理
を
開
始
し
ま
す

11
月
14
日
よ
り
、
河
内
天
美
駅
で
３
基
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用
で
き
ま
す

　　
昨
年
よ
り
市
と
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会

社
が
進
め
て
い
た
、
河
内
天
美
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
工
事
が
10
月
末
に
完
了
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
駅
東
側
地
上
入
口
と
地

下
通
路
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
、
地
下

改
札
内
と
下
り
ホ
ー
ム（
古
市
行
き
方
面
）

を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、
11
月
14
日
㈮

正
午
か
ら
利
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

河
内
天
美
駅

で
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る
特

別
地
方
公
共
団
体
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ　
環
境
政
策
課

MATSUBARA

YAO

OSAKA

　児童扶養手当は公的年金または遺族補償を受けるこ
とができるとき、手当を受給することができませんで
した。このたび、「児童扶養手当法」の一部が改正され、
公的年金給付などを受けている場合でも、年金額が手
当額を下回るとき、その差額分の手当が支給できるこ
とになりました。
　現在、公的年金を受給している人で、児童扶養手当
を受給する要件を満たしている人の内、年金額が手当
額を下回っている人は、11月1日から平成27年3月31
日までに申請の手続きをしてください。
　また、配偶者が政令で定める程度の障害の状態にあ
ることで児童扶養手当を受給し、配偶者が障害基礎年
金を受給している場合、まず障害基礎年金の子の加算
を受給した上で差額分の児童扶養手当を受給すること
となるため、手続きが必要です。詳細については子ど
も未来室までお問い合わせください。
◆児童扶養手当額（月額）

◆次の①〜⑧のいずれかの要件に該当する児童を監護
する母または父、または母や父に代わって児童を養育
している人（児童と同居・監護し生計を維持している
人）が受給できます。
※この制度でいう「児童」とは、18歳に達する日以後の
最初の3月31日までの児童をいい、児童に政令で定める
程度の障害がある場合は、20歳未満の児童をいいます。

①父母が婚姻を解消したとき
②父または母が死亡したとき
③父または母が政令で定める程度の障害の状態にある
とき
④父または母の生死が明らかでないとき
⑤父または母が児童を引き続き1年以上遺棄しているとき
⑥父が母のまたは母が父の申立てにより保護命令をう
けているとき
⑦父または母が法令により1年以上拘禁されているとき
⑧母が未婚で出産したとき

問合せ　子ども未来室

12月分から児童扶養手当の支給要件が一部改正されます

41,020 円

41,010 円～9,680 円

5,000 円

1 人増える毎に 3,000 円

全部支給（1人目）

一部支給（1人目）

2人目

3人目以降
※児童扶養手当には所得制限があります。

地
震
に
強
い
水
道
づ
く
り
を
目
指
し
て

災
害
対
策
強
化
へ
の
取
り
組
み

水
道
は
、
生
活
、
都
市
活
動
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

大
地
震
に
備
え
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
市
で
は
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
す
る
た
め
、
広
範
囲
に
影
響
を
お
よ
ぼ

す
幹
線
と
な
る
大
口
径
の
水
道
管
か
ら
計

画
的
に
耐
震
性
に
優
れ
た
も
の
に
し
て
い

ま
す
。

　

国
道
３
０
９
号
線
や
大
阪
中
央
環
状

線
、
堺
港
大
堀
線
の
基
幹
管
路
を
耐
震
性

の
あ
る
水
道
管
に
順
次
取
り
替
え
て
い
ま

す
。
ま
た
貯
水
タ
ン
ク
の
耐
震
性
を
高
め

る
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業

に
こ
れ
ま
で
に
約
18
億
円
を
投
入
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
堺
港
大
堀
線
の
道

路
整
備
実
施
区
間
に
お
い
て
、
道
路
工
事

に
合
わ
せ
水
道
管
の
工
事
を
進
め
て
お

り
、
西
除
川
と
の
交
差
部
に
お
い
て
、
水

道
管
用
の
橋（
水
管
橋
）が
完
成
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
新
し
い
道
路
を
つ
く
る
工

事
に
合
わ
せ
、
効
率
的
な
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
も
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

強
化
を
進
め
、
安
定
し
た
水
の
供
給
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ　
上
下
水
道
総
務
課

▲出典：厚生労働省・日本水道協会、東日本大震災水道施設被害等現地調査団報告書

▲西除川にかかる水道管用の橋（水管橋）

災
害
に
そ
な
え
て

飲
料
水
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
給

水
車
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
設
応
急
給
水
槽
（
左
写
真
）

の
よ
う
な
応
急
給
水
資
機
材
の
整
備
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
人
間
が
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
飲
料
水
の
量
は
一
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
災
害
に
備

え
、
日
頃
か
ら
ご
家
庭
に
備
蓄
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
よ
り
万
全
な
災
害
対
策
の
た
め
に
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼応急給水に利用する仮設応急給水槽

▲給水車による応急給水の様子
（東日本大震災）

▲アルミドーム屋根を使用した災害に強い貯水タンク

　
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
る
上
り
ホ
ー
ム（
大

阪
阿
部
野
橋
行
き
方
面
）
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
合
わ
せ
て
３
基
の
す
べ
て
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

【安全性を向上させた松原市の水道施設】

【東日本大震災での被災地の被害状況】
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【表2】

【表1】

質　問　項　目
毎日、同じくらいの時刻に寝る              

朝食を毎日食べている

1日3時間以上、テレビやDVDを
見たり聞いたりする

1日3時間以上、テレビゲームをする

学校の宿題は毎日している

学校の授業時間以外に勉強をする
のは1日1時間未満である（月～金曜日）
学校の授業時間以外に勉強をする
のは1日1時間未満である（休日）

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

74.9
71.0
88.6
90.2
84.3
78.8
42.1
35.4
20.5
24.2
86.0
56.9
45.9
33.2
57.1
43.3

79.2
74.1
90.9
92.1
88.1
83.8
38.0
31.5
17.0
20.3
86.0
63.7
37.9
32.0
44.0
32.5

（当てはまる、どちらかといえば当てはまるを含む）              

毎日、同じくらいの時刻に起きる          
（当てはまる、どちらかといえば当てはまるを含む）              

69.4
65.2
89.9
90.3
85.8
78.6
44.6
40.5
22.0
27.4
87.7
62.6
47.3
38.6
60.0
47.4

松原市  大阪府　全国

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

松
原
市
結
果
分
析
概
要

平成26年度
　
今
年
４
月
に
文
部
科
学
省
に
よ
り
、
全

国
の
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生
を

対
象
に
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
こ
数
年

間
、
各
年
度
の
結
果
分
析
か
ら
見
え
て
き

た
こ
と
や
、
学
力
向
上
の
た
め
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
、
授
業
改
善
の
方
向
性
の
共

有
な
ど
を
各
小
中
学
校
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
校
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
豊
か
な
実
践
を
把
握
し
、

市
内
の
各
校
に
広
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
結
果
分
析
を
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
今
後
の
本
市
の
教

育
施
策
や
学
校
の
取
り
組
み
に
活
か
す
こ

と
に
よ
り
、
本
市
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
・
学
校
と
し
ま
し
て
は
、

こ
の
調
査
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
の

す
べ
て
を
評
価
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
序
列
化
や
競
争
を
目
的
と
し
た
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
教
育
推
進
課

◉
学
力
に
関
す
る
調
査
（
表
１
）

す
べ
て
の
教
科
や
領
域
に
お
い
て
、

「
知
識・技
能
」と「
思
考
力・判
断
力・

表
現
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
自

分
で
考
え
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

表
現
し
、
お
互
い
の
意
見
を
交
流
す

る
よ
う
な
、「﹃
言
語
活
動
﹄
の
充
実
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
均
正
答
率
に
つ
い
て
は
、︻
表
１
︼

に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
学
校
、
中
学

そ
の
理
由
を
記
述
し
た
り
す
る
こ
と
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
習
し
た
知
識
を
活
用
す
る
経
験
に
よ

り
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
や
、
理
由

を
説
明
し
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
中

で
思
考
を
広
げ
て
い
く
活
動
を
取
り
入
れ

て
、
日
々
の
授
業
の
充
実
を
一
層
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

◉
児
童
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜

粋
（
表
２
）

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　
学
習
状
況
調
査
（
児
童
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
抜
粋
）
の
結
果
︻
表
２
︼
を
見
る
と
、

松
原
市
で
は
、
小
学
生
で
「
毎
日
、
同
じ
く

ら
い
の
時
刻
に
寝
る
」
子
ど
も
の
割
合
は
、

大
阪
府
や
全
国
よ
り
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

中
学
生
で
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
毎

日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
も
、
小
・
中

学
生
と
も
全
国
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
日
３
時
間
以
上
テ
レ
ビ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
す
る
子
ど
も
や
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
を
す
る
子
ど
も
は
大
阪
府
や
全
国

よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
結
果
分
析
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う

な
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
項
目
と
学
力
状

況
調
査
の
結
果
に
は
相
関
関
係
が
見
ら
れ

ま
す
。
学
校
の
指
導
と
と
も
に
、
家
庭
で

の
指
導
も
大
切
で
す
。

校
と
も
に
、
国
語
Ａ・
Ｂ
区
分
、
算
数
（
数

学
）
Ａ
・
Ｂ
区
分
で
全
国
や
大
阪
府
を
下

回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
教
科
に
つ
い
て
内
容
別
に
見
る
と
、

国
語
で
は
、
漢
字
の
読
み
書
き
、
適
切
な

語
句
の
選
択
、
仮
名
遣
い
の
理
解
な
ど
に

つ
い
て
は
全
体
的
に
よ
く
で
き
て
い
ま

す
。
一
方
、
故
事
成
語
の
使
い
方
、
必
要

な
資
料
か
ら
情
報
を
捉
え
、
条
件
を
満
た

し
て
記
述
す
る
こ
と
（
小
学
校
国
語
）
や
、

文
章
の
構
成
や
表
現
の
仕
方
、
も
の
の
見

方
や
考
え
方
を
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
自

分
の
考
え
を
書
く
な
ど
（
中
学
校
国
語
）

に
弱
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
算
数
・
数
学
で
は
、
基
本
的
な
四
則
計

算
、
円
周
や
体
積
を
求
め
る
と
い
っ
た
図

形
の
問
題
は
比
較
的
よ
く
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
表
や
グ
ラ
フ
か
ら
問
題
の

解
決
に
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、

Ａ区分
B区分
Ａ区分
B区分

67.0
49.5
76.3
50.8

70.7
52.6
77.3
56.3

国語

算数

国語

数学

72.9
55.5
78.1
58.2

Ａ区分
B区分
Ａ区分
B区分

76.5
44.6
62.3
52.3

77.0
47.2
65.0
56.9

79.4
51.0
67.4
59.8

   小学校　　    松原市                 大阪府   全国

   中学校　　    松原市                 大阪府   全国

【各教科・区分平均答率】
A区分：知識・技能に関する問題
B区分：活用する力に関する問題

※「松原市」・「大阪府」・「全国」としている
のは、松原市内公立学校・大阪府内公立
学校・全国の公立学校の平均値を表して
います。　　　　　　　　　（単位：％）

　
家
で
毎
日
宿
題
を
し
て
い
る
子
ど
も
の

割
合
は
、
小
学
校
で
は
大
阪
府
・
全
国

よ
り
１・
７
ポ
イ
ン
ト
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
毎
日
宿
題
を
し
て
い
る
子

ど
も
の
割
合
は
、
大
阪
府
よ
り
５・
７
ポ

イ
ン
ト
多
く
、
全
国
よ
り
１・
１
ポ
イ
ン

ト
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
（
月
〜

金
曜
日
）
が
１
時
間
未
満
の
子
ど
も
の
割

合
は
、
小
学
校
で
は
大
阪
府
よ
り
１・
４

ポ
イ
ン
ト
、
全
国
よ
り
９・
４
ポ
イ
ン
ト

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
大

阪
府
よ
り
、
５・
４
ポ
イ
ン
ト
、
全
国
よ

り
６・
６
ポ
イ
ン
ト
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
休
日
の
学
習
時
間
が
１
時
間
未

満
の
子
ど
も
の
割
合
は
、
小
・
中
学
校
と

も
大
阪
府
や
全
国
に
比
べ
か
な
り
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
家
庭
が
一
緒
に

子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の

学
力
や
生
活
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
み
ら
れ
ま
す
が
、一
方
で
、

「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
」「
い

じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な

い
こ
と
だ
」
と
答
え
て
い
る
子
ど
も
が
、

小
・
中
学
校
と
も
大
阪
府
よ
り
多
い
状
況

で
す
。

　

そ
し
て
、「
友
達
と
の
約
束
を
守
っ
て

い
る
」
と
答
え
て
い
る
子
ど
も
が
、
小
学

校
で
大
阪
府
よ
り
多
く
な
っ
て
お
り
、
豊

か
な
人
間
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
家
の
人
は
、
授
業
参
観
や
運

動
会
な
ど
の
学
校
の
行
事
に
来
ま
す
か
」

の
質
問
で
は
、
小
学
校
で
は
大
阪
府
や
全

国
よ
り
も
多
く
、
中
学
校
で
も
大
阪
府
よ

り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
目
を
向
け
、
学

校
教
育
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
保
護

者
の
姿
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
内
全
小
中
学
校
に
お
い

て
「
ま
つ
ば
ら
学
力
向
上　
５
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

①
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
授
業
の
改
善

②
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
授
業
規
律
の
確
立

③
意
欲
的
・
計
画
的
に
取
り
組
む
家
庭
学

習
の
創
造

④
本
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
読
書
活
動

の
推
進

⑤
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」
の
基
本
的
生

活
習
慣
の
確
立

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
も
、
毎
日
の
家
庭
学
習
や
読

書
習
慣
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
子
ど
も

た
ち
が
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　
な
お
、
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
学
力
向
上
に
向
け
た
施

策
な
ど
に
つ
い
て
も
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
で
、
家
庭
で
「
自
ら
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
育
成
」を
進
め
ま
し
ょ
う
！

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
一
層
の
連
携
・

協
力
が
必
要
で
す
。

本をいっぱい読む習慣
を身につけよう！
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550

消防本部予防課　☎332−3304
財産管理課　☎288−4955

　「市庁舎のバラいっぱい寄附金」に、個人または団体
の皆さんからいただきました寄付金は、市庁舎のバラ
のために有効に活用させていただきます。
　今後とも皆さんのご支援ご協力をよろしくお願いします。

●寄付の申込み
　寄付金は、1,000円以上より受け付けをしています。
なお、5,000円以上の寄付をされた人で、ご希望の場合
は、市役所正面設置のプレートに名前を掲載します。
●掲載期間　2年間

●受付時間　市役所開庁時間
●受付窓口・問合せ　財産管理課
●寄付いただいた皆さん
寄付申込者数　6件（平成26年7月1日〜９月30日）
事業所名・団体名・個人名（申込順・敬称略）

▶川上星季　　　　　　　▶中西清治　　
▶東畠トーイ　　　　　　▶山村久美
▶緑と花の有志一同　　　　　　　　
その他匿名1件

市庁舎のバラいっぱい寄附金

火が消えているか確認！

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

実
施
期
間　

11
月
９
日
〜
15
日

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」

　
少
し
ず
つ
肌
寒
く
な
り
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
年
も
「
秋
の
火
災
予
防
運

動
﹂
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課

●
火
災
予
防
に
努
め
よ
う

①
わ
た
し
た
ち
の
命
を
守
る
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
火
が
つ
い
て
も
燃
え
に
く
い「
防
炎
品
」

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ
」
を
合
言
葉
に
火
を
使
用
す

る
と
き
は
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
自
助
共
助
！
積
極
的
に
防
災
訓
練
な
ど

に
参
加
し
て
消
火
器
の
使
用
方
法
な
ど
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
作
る
た
め
に

も
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
の
原
因
に
つ
い
て

　
火
災
の
原
因
と
し
て
、
た
ば
こ
の
消
し

忘
れ
や
放
火
（
放
火
の
疑
い
含
む
）
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
は
消
し
た
と
思
っ
て
い
て
も
消

え
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
き
ち
ん

と
火
が
消
え
て
い
る
か
を
確
認
し
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
、
自
然
発
火
や
電
気
製
品
の
劣

化
・
誤
っ
た
使
用
方
法
に
よ
っ
て
発
生
す

る
電
気
火
災
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
使
用
方

法
や
使
用
環
境
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

秋の火災予防運動に関するイベント

●出陣式
　秋の火災予防運動の実施に
伴い消防団・婦人防火クラブ
が市役所市民プラザで巡回広
報の出陣式を行います。
とき　11月10日㈪　午前9時
30分〜

●幼年消防クラブによるパレード　
　幼年消防クラブ員である松
原ひかり幼稚園の園児が阿保
のまちを「火の用心の歌」に合
わせて拍子木を打ち鳴らして
パレードします。
とき　11月13日㈭　午前10
時30分〜

●児童・生徒防火図画展　
　平成26年度防火図画審査会にて入賞および入選した
図画を市役所市民ロビーにて展示します。
ぜひ、ご覧ください。
とき　11月10日㈪〜 14日㈮

使
い
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

松
原
市
元
希
者
商
品
券
の

　
使
用
期
限
は
11
月
30
日
㈰
ま
で

　
松
原
市
元
希
者
商
品
券
の
使
用
期
限
は

11
月
30
日
㈰
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使

用
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
必
ず
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
使
い
残
っ
た
商
品
券
は
現
金
に

換
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
高
齢
介
護
課

松
原
市
家
族
介
護
教
室

﹁
食
べ
る
と
い
う
こ
と

　
　

 

～
嚥
下
障
害
と
肺
炎
に
つ
い
て
～
﹂

　
「
食
べ
る
こ
と
」
は
生
活
の
基
礎
で
楽

し
み
で
す
。
今
回
は
飲
み
込
み
の
障
害
と

肺
炎
の
関
係
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

▼
と
き　
12
月
4
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時　
（
受
け
付
け　
午
後
１
時
〜
）

▼
と
こ
ろ　
上
田
第
一
会
館
（
当
日
や
む

を
え
な
い
場
合
は
松
原
市
医
師
会
館
2

階
）  

▼
講
師　
碓う
す
い
さ
と
し

井
理
知
さ
ん
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
言
語
聴
覚

士
） 

▼
定
員　

先
着
30
人　

▼
申
込
み
・

問
合
せ　
11
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
で
松
原

市
医
師
会
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
３

９・
７
０
７
１
）
へ
。（
月
〜
金
曜
日　

午

前
9
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

第
3
期
生
を
募
集

障
害
者
筋
力
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
指
導
員
付
き
添
い
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
を
使
っ
た
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

　
活
力
あ
ふ
れ
る
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
け
が
を
し
な
い
力
強
い
体
作
り
を

目
指
し
、
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　
12
月
6
日
〜
平
成
27
年
2
月
28

日
の
毎
週
土
曜
日
（
全
12
回
）

Ａ
班
：
午
後
1
時
〜
2
時
30
分　
　

Ｂ
班
：
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
総
合
福
祉
会
館
（
新
堂
1
丁

目
）
▼
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
未
満
の

障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
・
精
神
）
所

持
者
。
※
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
の

人
は
要
介
護
認
定
1
、ま
た
は
要
支
援
１・

２
の
人　
※
健
康
状
態
に
よ
り
主
治
医
の

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

きらり活動員を募集します
介護予防支援　きらり活動事業開始にともない

〈きらり活動事業とは〉
　きらり活動員が、社会参加活動を通して自身の介護予防に
つなげ、いきいきとした生活を送ってもらうことを目的とす
る事業です。

〈きらり活動員対象者〉
　65歳以上で下記のいずれかの要件を満たす人
①要介護認定を受けていない人
②要支援1・2の人
※事前研修を受け活動員に登録し、介護施設や公共施設など
で話し相手、行事の手伝いなどの活動を行います。1時間の
活動で1ポイントとし、年間20ポイント以上でポイントに応
じて交付品（例えば、年間上限の100ポイントを貯めれば
5000円相当）に交換できます。

〈事前研修について〉
　①〜③の3回1コース（必須）の研修を受講し、活動員の登録
をします。
▶とき　①11月26日㈬　②12月3日㈬　③12月9日㈫　
いずれも午後1時30分〜 3時30分　
▶ところ　市役所8階会議室　
▶内容　①事業概要について　認知症について　②「傾聴」の
基礎知識と練習　③施設での活動の心得と流れ　
▶定員　30人　
▶申込み・問合せ　松原市社会福祉協議会 （☎333−0294）

意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
的

に
申
し
込
み
の
受
け
付
け
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
定
員　

Ａ
班
、
Ｂ

班
と
も
各
5
人　
※
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
。 

▼
申
込
み　
11
月
4
日
㈫
〜

14
日
㈮
に
障
害
福
祉
課
へ
。

松
原
市
介
護
予
防
教
室

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
体
を
作
ろ
う

～
健
康
ヨ
ガ
で
楽
し
く

　
　
　
　
　
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！
～

　
市
で
は
、
介
護
に
関
す
る
知
識
や
情
報

発
信
の
た
め
の
教
室
や
相
談
を
、
事
業
所

に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
ヨ
ガ
で
身
体
の
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ

し
て
、
全
身
を
ス
ッ
キ
リ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ポ
ー
ズ
を
し

な
が
ら
、
気
持
ち
の
い
い
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
28
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー　
つ
る
か
め
苑
（
南
新
町
３

丁
目
） 

▼
講
師　
中
野
佳
子
さ
ん
（
阪
南

中
央
病
院
看
護
師
）
▼
問
合
せ　
阪
南
中

央
病
院
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

３
８・７
７
９
９
）

　高齢介護課（高齢支援係）　☎337−3113
障害福祉課　☎337−3115



1213

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

障害福祉課　☎337−3115
消防署救急係　☎332−3104

地域保健課　☎337−3125　☎337−3126

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
ふ
さ
が
な
い
で

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
視
覚
に
障
害
の
あ
る

人
が
安
心
し
て
歩
く
事
が
で
き
る
よ
う
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
動
の
方
向
を
案

内
す
る
線
状
の
ブ
ロ
ッ
ク（
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
※
１
）
と
注
意

を
喚
起
す
る
点
状
の
ブ
ロ
ッ

ク
（
警
告
ブ
ロ
ッ
ク
※
２
）

が
あ
り
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
人
に
と
っ
て
、
大
切
な
道

し
る
べ
で
す
。
そ
の
上
に
、

自
転
車
を
止
め
た
り
物
を
置

い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や

り
」
で
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
歩
く
こ

と
が
で
き
る
道
路
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
障
害
福
祉
課

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

（食事バランスガイド 
副菜1SV，主菜2SV）

ヘルスメイトがおすすめ！今月のレシピ　もっとお魚を食べよう　第6弾！
「さんまのつみれ汁」

【材料】（4人分）生さんま2尾（3枚おろし）、ごぼう1本、人参1/2本、大根50グラム、ねぎ
40グラム（小口切り）、おろししょうが大さじ2、かたくり粉大さじ2、だし汁3カップ、しょ
うゆ大さじ1【作り方】①さんまはフードプロセッサーでミンチ状にする（または包丁でた
たいてミンチ状にする）。ボウルに入れ、おろししょうが、かたくり粉の順に加えてよ
く混ぜる。②ごぼう、人参、大根は3センチの細切りにする。③鍋にだし汁、②を入れ、
火にかけて煮る。やわらかくなったら、しょうゆで味付けをし、①をスプーンですくっ
て入れ、少し煮る。④大きめの椀に盛り、ねぎを散らす。※野菜たっぷり料理は「まっ
たら愛っ娘〜松原育ち〜」で検索！毎月市facebookでも配信中。▶問合せ　地域保健課

献血にご協力を

とき・ところ
11月8日㈯
　松原図書館北側
　（まつばらマルシェ）
　午前10時〜午後4時
　※400ｍｌ献血のみ
問合せ
松原市社会福祉協議会

（☎333−0294）

※1※2

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

　
　
　
　
　
流
行
す
る
季
節
で
す

　
こ
ま
め
に「
手
洗
い
」「
う
が
い
」
を
し

ま
し
ょ
う
。特
に
外
か
ら
帰
宅
し
た
時
は
、

石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
。

②
流
行
し
て
い
る
と
き
は
人
ご
み
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

③
熱
が
で
た
ら
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

④
他
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス
ク
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
25
年
中
市
内
で
救
急
搬
送
さ
れ
た

傷
病
者
の
う
ち
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
で

搬
送
さ
れ
た
人
は
64
人
で
、
そ
の
内
61
％

の
人
が
65
歳
以
上
の
人
で
し
た
。

▼
問
合
せ　
消
防
署
救
急
係

市
内
の
地
域
医
療
機
関
講
演
会

　
市
内
の
病
院
で
は
、
地
域
医
療
向
上
の

た
め
、
次
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ･

と
き
・
内
容

●
天
美
公
民
館　

◎
11
月
7
日
㈮
「
わ
ず

ら
わ
し
い
耳
鳴
り
に
つ
い
て
の
お
話
」

●
ゆ
め
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
◎
11
月
11
日
㈫

「
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
」

「
脳
卒
中
の
後
遺
症
」　

◎
11
月
21
日
㈮

「
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？
介
護
保

険
」「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
為
に
」　

●
松
原
公
民
館　

◎
11
月
12
日
㈬
「
お
そ

ろ
し
い
め
ま
い
と
こ
わ
く
な
い
め
ま
い
〜

め
ま
い
の
お
話
〜
」
◎
11
月
28
日
㈮
「
知

っ
て
い
ま
す
か
？
補
助
金
制
度
〜
当
院
の

人
間
ド
ッ
ク
を
ご
紹
介
〜
」「
深
い
睡
眠
が

取
り
に
く
い
あ
な
た
へ
〜
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
に
つ
い
て
〜
」

●
天
美
公
民
館　

◎
11
月
26
日
㈬
「
中
高

年
に
あ
る
女
性
の
病
気
〜
更
年
期
障
害
や

子
宮
筋
腫
に
つ
い
て
〜
」

　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
30
分
〜

▼
問
合
せ　
松
原
徳
洲
会
病
院（
☎
３
３

４・
３
４
０
０
）

歯
科
健
康
診
査

　

市
で
は
、
年
度
に
１
回
限
り
無
料
で
歯

科
健
康
診
査
が
受
診
で
き
ま
す
。

▼
対
象　
◎
満
40
〜
50
歳
の
人
は
、
年
度
中

に
1
回　
◎
満
55
・
60
・
65
・
70
・
75
・
80

歳
の
人
は
年
齢
中
に
1
回　
▼
申
込
み　

取
り
扱
い
医
療
機
関
（
平
成
26
年
度
保
健

事
業
案
内
参
照
）
の
窓
口
ま
た
は
、
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ　
地
域

保
健
課

●HIV即日検査（抗体検査）【無料、匿名可】
毎週水曜日/午前9時30分〜 10時30分
●肝炎ウィルス検査【無料、予約制】 
第2･4水曜日/午後1時30分〜 2時30分
●風しん抗体検査【無料、予約制】
第2･4水曜日/午後1時30分〜 2時30分
●こころの健康相談【無料、予約制】 
こころの病気、ひきこもり、アルコール依存症など。
精神科医、精神保健福祉担当者などが相談に応じ
ます。
●医療機関に関する相談【無料】 
毎週月〜金曜日/午前9時15分〜午後0時15分、
午後1時〜 4時

住所　藤井寺市藤井
寺1−8−36
☎072−955−4181

（代表） ※市外局番か
らおかけください。
HP　http://www.
pref.osaka.lg.jp/
fujiiderahoken/

新しい糖尿病薬の話題

塩見内科・ひふ科医院  (上田２丁目)
院長　塩

し お み
見　直

なおゆき
幸

健

ガ

康

イ ド

　これまでの糖尿病薬は膵臓に作用してインスリンの
分泌を増加させたり、消化管での糖吸収を抑制して血
糖コントロールを改善するものでした。ところが本年4
月に従来とは異なり、腎臓に作用して効果を発現する
薬が発売されたので紹介します。
　血液中の糖分は腎臓で一度は尿中に濾過されますが、
健康な人では大部分が近位尿細管という部位で再吸収
されるため尿に糖は排泄されません。この再吸収に関
係するのがSGLTというタンパク質の一種です。SGLT
阻害薬はその名前のとおりSGLTというタンパク質の働
きを阻害し、尿細管での糖再吸収を減らすことで1日最
高100グラムの尿糖を排泄させ、その結果血糖値を低下
させます。さらに体重減少効果（1 〜 2キロ程度？）や脂
質改善効果もあわせ持つことが示唆されています。た
だし尿糖と同時に水分も排泄されるため尿量が増加し
脱水になりやすく、高齢者や腎機能障害のある人など
には注意が必要です。また尿路・性器感染症が発生し
やすいことにも留意してください。発売後3カ月の最新
の副作用集計では、その他に紅斑、発疹などの皮膚症
状が一番多いと報告されています。いずれにせよ新し
い作用機序により糖尿病治療に多大な貢献をする可能
性がある薬なので、学会や厚生労働省でも安全性情報
の収集・分析につとめています。

　「うちの子、いつになったら歯、はえるのかな…」と心配な
さっている人、きっとたくさんいらっしゃるかと思います。
そこで、平均的な目安をお伝えしたいと思います。
・乳歯（こどもの歯）：生後6カ月頃に下の前歯が生えはじめ、
その後順番に上下全部で20本が3歳位で生え揃います。
・永久歯（おとなの歯）：6 〜 7歳頃に下の前歯から永久歯へ
の交換がはじまり、前後して一番奥の何も無いところに第一
大臼歯が生えてきます。12歳頃まで、次々に上下の乳歯が永
久歯に交換し続け、さらに奥に第二大臼歯が生えれば全部で
28本となり、一段落します。その後、20歳頃に、おやしらず

（第三大臼歯）が更に奥に生えれば32本で終了、となります。
　最近は、高校生でもまだ乳歯が残っている人もいます。ま
た、おやしらずが無い人もいます。性格が個人で異なるよう
に、歯の生え方や生えかわりの時期、順序にも個人差はあり
ます。目安はあくまでも目安として、多少の遅い早いはあっ
ても、決しておかしくありません。
　しかし、歯の生え方や生えかわり、歯並びのことで気にな
ることがございましたら、かかりつけ歯科医院にご相談くだ
さい。
　また、松原市歯科医師会・松原市学校歯科医会は、市の乳
幼児歯科健診、そして市内学校歯科検診をさせていただくこ
とで、子どもたちの健康を守るための活動を行っています。
ぜひ、この機会もご利用ください。

うちのこどもの歯、いつはえてくるの？

松原市歯科医師会

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

　
不
動
産
の
譲
渡
や
相
続
、
会
社
や
法
人

の
登
記
、
地
代
・
家
賃
な
ど
の
供
託
、
外

国
人
の
帰
化
、
１
４
０
万
円
ま
で
の
民
事

紛
争
、
筆
界
特
定
手
続
き
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
一
人
30
分
で

要
電
話
予
約
。

▼
と
き　
11
月
28
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
３
階
相
談
室　
▼
定
員

先
着
６
人　
▼
申
込
み　
11
月
18
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
市
民
協
働
課
へ
。

特
設
ふ
れ
あ
い
相
談

　
人
権
週
間
行
事
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
起
こ
る
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
相

談
員
お
よ
び
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
、
解

決
策
を
探
し
て
い
き
ま
す（
要
予
約
）。

▼
と
き　
12
月
4
日
㈭　
午
前
10
時
〜
午

後
4
時 (

た
だ
し
、
法
律
相
談
は
午
前
10

時
〜
正
午
、
女
性
相
談
は
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
の
時
間
帯
で
実
施
し
ま
す)　
　

▼
と
こ
ろ　
は
ー
と
ビ
ュ
ー
（
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
）
▼
内
容　
人
権
相
談
、
女
性

相
談
、
雇
用
相
談
、
法
律
相
談
、
そ
の
他

生
活
上
の
相
談
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

な
ど
の
相
談　
▼
申
込
み　
電
話
で
、
は
ー

と
ビ
ュ
ー
へ
。

生活衛生室　☎072−952−6165
●水質検査（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）

【有料、予約制】
依頼の際はお問い合わせください。
●腸内細菌検査【有料】

（赤痢菌・チフス菌・パラチフスＡ菌・サルモネラ
属菌・腸管出血性大腸菌O157）
毎週月･火･水曜日/午前9時30分〜正午
●寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査【有料】 
毎週月〜木曜日/午前9時30分〜正午
●室内空気検査（ホルムアルデヒド･VOC）

【有料、予約制】
依頼の際はお問合せください。

はーとビュー（人権交流センター）　☎332−5705
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

明治三十五年より、昆布とともに味一筋。
―社員が胸を張れる会社に！―

株式会社廣川　
取締役総務部長　廣

ひろかわ
川　昌

しょうへい
平さん

Vol.23

●培った経験を活かして
　弊社は、佃煮など、昆布の加工食品を製造・販売しております。ルーツは広島
県鞆の浦で、曽祖父がリヤカーで海産物の行商をしていました。祖父の代で丁稚
奉公のため大阪に出てきたことがきっかけで、昭和5年に廣川商店として西成区
で事業を開始したと聞いております。
　私自身は、会社を継ぐ前システムエンジニアとして勤めておりました。そこで
培った経験から、「結果から原因を探って解決策を導き出す」ように、物事を論理
的に考えるようになりました。前職の経験により、システムを導入し実施するこ
とで社内の作業効率を上げ、楽に作業を行えるようになりました。会社に戻っ
てから3、4年ほど前まで、佃煮作りの現場に直接関わってきました。現在でも、
良い方法を模索し日々研究を重ねております。今では、製造現場から離れてしまっ
たのですが、一緒に現場で作業していたことにより、作業している社員・パート
の「良い物をご提供したい」という思いは共有できております。
●製法へのこだわり
　佃煮作りは、まるで生き物を育てているようなもの。原料の状態やその日の気
温などによって常に変化する昆布を、変わらぬ品質でお客様にご提供するため、
職人が昔ながらの製法で丁寧に炊きしめております。製品に対するこだわりを評
価され昭和25年・34年には農林水産大臣賞を、平成22年・26年には大阪府知
事賞を2度にわたり受賞しました。
●市民の皆さんへ
　贈答品のカタログ販売やインターネット販売のほか、工場でも弊社製品をお買
い求めいただけますので、お気軽にお立ち寄りください。新商品も開発中です。
市民の皆さんの声をぜひお聞かせください。お待ちしております。

※詳細は市のHPをご覧ください。

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
冊
子

「
く
ら
し
の
豆
知
識
」２
０
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
配
布

　

２
０
１
５
年
版
「
く
ら
し
の
豆
知
識
」

の
特
集
は
、「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

11月は　安心・安全をお届けする
『Ｓマーク（標準営業約款制度）』の普及登録促進月間です！
◎Sマークは消費者が安心してお店を選ぶ目印です。
◎Sマーク登録店は　Standard（安心）Safety（安全）
Sanitation（清潔）を消費者の皆さんにお届けします。 
◎理容、美容、クリーニング、めん類飲食、一般飲食のお
店が対象です。
◎Sマーク登録店は日本政策金融公庫の特別利率を利用できます。　
▶問合せ　Sマークについては（公財）大阪府生活衛生営業指導センター（☎0
6−6943−5603）　日本政策金融公庫の特別利率については日本政策金融公
庫事業資金相談ダイヤル（☎0120−154−505）

で
す
。
他
に
も
契
約
や
商
品
に
関
す
る
知

識
、
金
融
・
保
険
・
食
・
住
・
Ｉ
Ｔ
関
連
・

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
の

動
き
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
書

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
課
で
の
配
布
に
加
え
、
松
原

市
民
図
書
館
全
館
で
も
、
11
月
4
日
㈫
よ

り
無
料
配
布
し
ま
す
。
配
布
は
、
配
布
申

込
書
に
記
入
の
上
、
一
世
帯
１
冊
で
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
産
業
振
興
課
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26
年

1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
さ
ん
な
ど
）
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
書
な
ど
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
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こ
の
た
め
、
平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
申
告
書
な
ど
の
提
出
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
（
平
成
26
年
10
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
に

は
、
翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）。

▼
問
合
せ　
天
王
寺
年
金
事
務
所（
☎
06
・

６
７
７
２・７
５
３
１
）

国
民
年
金
基
金
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
法
の
規

定
に
も
と
づ
き
、
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎

年
金
）
の
上
乗
せ
と
し
て
給
付
を
す
る
公

的
な
個
人
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
人
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
、
お

よ
び
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
で（
平
成
25
年
4
月
か
ら
加
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）、
い
ず
れ
も

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
で
す
。

　
掛
金
は
、
希
望
さ
れ
る
年
金
の
型
と
口

数
、
年
齢
、
性
別
で
決
ま
り（
掛
金
の
上

限
は
月
額
６
８
０
０
０
円
で
す
）、
加
入

後
も
月
々
の
掛
金
を
増
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
は
大
阪
府
国
民

年
金
基
金
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
大
阪
府
国
民
年
金
基
金（
☎
０

１
２
０
・
65
・
４
１
９
２
）

交通事故など国民健康保険で
治療を受ける場合は届出を

　交通事故など第三者の行為が原因で、
国民健康保険で治療を受けるときには、
市への届出が必要です。
　医療費は加害者が負担するのが原則
のため、国民健康保険が一時的に立て
替え、後で加害者に請求します。ただし、
加害者から治療費を受け取ったり、示
談を済ませたりすると国民健康保険は
使用できなくなりますので、示談の前
に必ず保険年金課までご相談ください。
　事故に遭われたときは、相手方の住
所・氏名・連絡先などを控え、警察に
届出をしてください。また、相手方の
自賠責保険や任意の損害保険の保険会
社名と証明書番号を控えておいてくだ
さい。
　届出には事故証明などが必要になる場
合もありますので、詳しくは保険年金課
までお問い合わせください。
▶問合せ　保険年金課
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「
コ
コ
・
カ
ラw

ith

」

　
お
母
さ
ん
が
安

心
し
て
話
せ
る
場

で
す
。

★
11
月
の
サ
ロ
ン
テ
ー
マ

◎
18
日
「
何
か
や
り
た
い
け
ど
、
と
考
え

中
の
人
集
ま
れ
！
」

◎
25
日
「
お
家
の
中
、
断
捨
離
し
て
ま
す

か
？
」

※
テ
ー
マ
が
あ
る
の
は
第
３・
４
週
の
み

▼
と
き　
◎
11
月
4
日
・
18
日
㈫
は
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分　
◎
11
月
11

日
・
25
日
㈫
は
午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　
11
月
11
日
・
18
日
㈫
は
、は
ー

と
ビ
ュ
ー
（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）、
11
月

4
日
・
25
日
㈫
は
ゆ
め
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

予
約
専
用
電
話　
（
☎
０
７
０・６
５
４
０
・

８
８
１
４
）  

※
24
時
間
予
約
可
能　
▼
問

合
せ　
人
権
交
流
室

第
4
回「
こ
れ
っ
て
人
権
？
」

子
ど
も
と
本
音
で
話
し
ま
せ
ん
か

　
「
子
ど
も
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
題
に
で

き
る
人
権
学
習
」を
テ
ー
マ
に
５
回
に
わ
た

り
人
権
の
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
25
日
㈫　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　
▼
と
こ
ろ　
市
役
所
福
利
厚

生
会
館
３
階　
▼
内
容　
「
暴
力
の
芽
」を

考
え
よ
う　
▼
講
師　
北
野
真
由
美
さ
ん

（
え
ん
ぱ
わ
め
ん
と
堺
）　
▼
保
育　
1
歳

6
カ
月
〜
就
学
前
の
子
ど
も
、
先
着
5
人

一
人
に
つ
き
1
回
３
０
０
円　
※
11
月
14

日
㈮
ま
で
に
直
接
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支

援
ぽ
け
っ
と
（
☎
２
６
８・
２
１
８
２　

薨
２
８
４・
７
７
３
３)

へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
▼
申
込
み　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

11
月
18
日
㈫
ま
で
に
人
権
交
流
室
へ
。　

▼
問
合
せ　
人
権
交
流
室

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

産業振興課　☎337−3112
人権交流室　☎337−3101

人権交流室　☎337−3101
保険年金課（保険係）　☎337−3123

消防本部総務課　☎332−3302

さらなる安心・安全へ
市消防本部の４隊目救急隊が発隊

　市の安心・安全を担っている市消防
本部では、10月から消防署西分署の救
急隊を新たに1隊発隊させ、運用を開
始しました。

　これにより、市消防署では救急隊が2隊、消防署西分
署でも２隊となり、合わせて4隊となります。
　市管内の救急出場件数は、6589件と年々増加してい
るため、増大する救急需要に対応し、市民のさらなる安
心・安全を守ります。
▶問合せ　消防本部総務課
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危機管理課　☎337−3151
環境業務課　☎332−8483

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

納税課　☎337−3122
上下水道総務課　☎337−3135

防災行政無線を用いた全国一斉の
情報伝達訓練を行います

　市では、地震や武力攻撃などの災害時に、
全国瞬時警報システム（Jアラート）より送
られてくる国からの緊急情報を確実に市民
の皆さんにお伝えするため、市内51カ所に
設置している防災行政無線（パンザマスト）
を用いた緊急情報の伝達訓練を行います。
　当日は市外でも、全国的に情報伝達訓練
が行われます。
※Jアラートとは、地震や武力攻撃などの災害時に、人工衛
星などを活用して瞬時に国から市町村に情報が伝達されるシ
ステムです。
▶とき　11月28日㈮　午前11時ごろ
▶試験放送内容　
　「チャイム」+「これは、テストです」を3回、「こちらは、松
原市です」+「チャイム」の放送を市内51カ所の防災行政無線

（パンザマスト）から放送します。

　音量が大きいため周辺の皆さんにはご迷惑をおかけします
が、市民の皆さんが安心・安全に暮らせるためには、訓練は欠
かせないものです。ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　ただし、災害の発生状況、気象状況などによっては、訓練
を中止する場合があります。

▶問合せ　危機管理課

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

大
阪
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
11
月
は
、
産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理
防

止
推
進
強
化
月
間
で
す
。

　
野
焼
き
・
野
積
み
・
不
法
投
棄
、
し
な

い
！
さ
せ
な
い
！
許
さ
な
い
！

　
廃
棄
物
の
野
焼
き
、
崩
れ
そ
う
な
ほ
ど

に
廃
棄
物
を
積
み
上
げ
る
野
積
み
、
そ
し

て
不
法
投
棄
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

12月

●天美北1 〜 3丁目　●上田3 〜 8丁目
●大堀2 〜 4丁目　●別所1、3 〜 9丁目
●三宅東3、7丁目

●阿保1 〜 3丁目　●阿保5 〜 7丁目
●上田1 〜 2丁目　●三宅中1 〜 8丁目
●三宅東1 〜 2丁目　●三宅東4 〜 6丁目

●天美西2 〜 8丁目　●大堀1、5丁目
●小川1 〜 6丁目　●北新町1 〜 2丁目
●田井城1 〜 6丁目
●東新町4丁目（近鉄線西側）
●東新町5丁目　●若林1 〜 2丁目

●天美我堂1 〜 7丁目
●天美我堂朝日プラザ
●高見の里3 〜 4丁目　
●東新町1 〜 2丁目
●東新町アーバンコンフォート

●河合1 〜 4丁目
●新堂1 〜 4丁目
●高見の里1 〜 2丁目

●天美西1丁目
●天美東9丁目 ●天美北4 〜 8丁目

●天美東1 〜 7丁目　●柴垣1 〜 2丁目
●立部1 〜 2丁目　●松ヶ丘2 〜 3丁目

●岡1 〜 6丁目　●一津屋1 〜 6丁目
●別所2丁目

●天美南1 〜 3丁目　●立部5丁目
●田井城ふぁみーゆ、サンシティ
●東新町3丁目　●東新町4丁目（近鉄線東側）
●三宅西1 〜 7丁目

●阿保4丁目　●北新町3 〜 5丁目
●立部3 〜 4丁目　●西大塚1 〜 2丁目
●西野々 1 〜 2丁目　●松ヶ丘1、4丁目
●南新町1、5丁目

月
曜
日

●天美南4 〜 6丁目　●天美東8丁目
●岡7丁目　●河合5 〜 6丁目
●北新町6丁目　●新堂5丁目
●高見の里5 〜 6丁目　●丹南1 〜 6丁目
●南新町2 〜 4丁目　●南新町6丁目

第 1 週・第 3 週 第 2 週・第 4 週

12月1日・
15日

12 月 2 日・
16日

12月3日・
17日

12 月 4 日・
18日

12 月 5 日・
19日

12 月 6 日・
20日

不燃物・粗大ごみ

冬季特別収集を実施

　不燃物・粗大ごみの冬季特別収集を実施します。下表の日程
で月2回収集を行います。分別のルールを守り、ごみの減量と
リサイクルに皆さんのより一層のご協力をお願いします。なお、
1月からは通常（月1回）収集に戻りますのでご注意ください。　
▶問合せ　環境業務課

12 月 8 日・
22日

12 月 9 日・
23日

12月11日・
25日

12月12日・
26日

12月13日・
27日

不
燃
物
・
粗
大
ご
み
特
別
収
集
日
程

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

12月10日・
24日

す
。
こ
れ
ら
の
不
適
正
処
理
を
見
つ
け
た

ら
、
市
役
所
や
大
阪
府
ま
た
は
警
察
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
廃
棄
物
の
不
適
正
処

理
の
未
然
防
止
と
早
期
解
決
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
循

環
型
社
会
推
進
室
産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０・
９
５
７
２
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

八
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
年
末
調
整
の
説
明
会

　
平
成
26
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
お
よ

び
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
は
、
本
年
分
の
年
末

調
整
に
適
用
さ
れ
る
改
正
点
に
つ
い
て
も

詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
会
場
に
お
い
て
、
年
末

調
整
関
係
な
ど
諸
用
紙
を
交
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
要
に
応
じ
会
場
受
付
に
て
担

当
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
27
日
㈭　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　
松
原
市
文
化
会

館（
田
井
城
1
丁
目
）　
▼
問
合
せ　
八
尾

税
務
署（
☎
０
７
２・９
９
２・１
２
５
１
）

初
心
者
の
た
め
の 

年
末
調
整
研
修
会

　
年
末
調
整
の
関
係
書
類
作
成
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
11
日
㈭　

午
後
1
時
30

分
〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

八
尾
納
税
協

会（
八
尾
市
高
美
町
4
丁
目
）　
▼
対
象　

源
泉
徴
収
事
務
担
当
者　

▼
定
員　
先
着

50
人　

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓　

▼
申
込
み　
12
月
6
日
㈯
必
着
で
、
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
、「
初
心
者
の
た
め
の
年
末
調
整
研
修
会
」

と
明
記
し
、
八
尾
納
税
協
会（
〒
５
８
１
ー

０
０
１
７　
八
尾
市
高
美
町
４
ー
１
ー
６
）

へ
。
▼
問
合
せ　

八
尾
納
税
協
会（
☎
０

７
２・９
９
１・８
８
０
０　
薨
０
７
２・９

９
３・６
４
１
３
）

府
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ　

　
個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期
限
は
12

月
1
日
㈪
で
す
。
８
月
に
第
1
期
分
と
合

わ
せ
て
送
付
し
ま
し
た
第
２
期
分
の
納
付

書
で
、
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
第
2
期
分
の
納
付
書
が
見
当
た
ら
な
い

場
合
は
、
中
河
内
府
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
場
合
は
、
納
付
書
は
送
付
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
間
の
税
額
が
1
万
円

以
下
の
場
合
は
、
第
2
期
分
の
納
付
書
は

あ
り
ま
せ
ん
）。
※
納
付
に
は
、
便
利
で

安
心
・
安
全
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
大
阪
府
中
河
内
府
税
事
務
所

（
☎
06
・
６
７
８
９・
１
２
２
１
）

市
税
の
納
付
は
期
限
内
に

　
今
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
分
の
納
付

月
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、郵
便
局・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
市
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
市
税
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
に

な
る
と
、
金
融
機
関
な
ど
へ
納
付
に
行
か

な
く
て
も
、
納
期
限
に
指
定
の
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
さ
れ
ま
す
の
で

便
利
で
安
全
で
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
納
付
書
裏
面

に
記
載
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
・
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
ま
た
は
、
納
税
課
窓
口
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
さ
れ
ま
す

と
、
毎
年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
市
税
の
夜
間
納
税
相
談
と
収
納

　

11
月
28
日
㈮
・
12
月
1
日
㈪
は
午
後
８

時
ま
で
、
市
税
の
夜
間
納
税
相
談
と
収
納

を
行
い
ま
す
。
昼
間
仕
事
な
ど
で
忙
し
い

　松原市および松原市水道事業の入札および見積もり
に参加を希望される人は、申請を行ってください。申
請受付の詳細は下記のとおりです。
　なお、登録有効期間内に必ず入札の参加を約束する
ものではありませんので、あらかじめご了承ください。
★申請業種　Ａ.建設工事　Ｂ.測量・建設コンサルタン
ト等業務　Ｃ.物品購入　Ｄ.委託業務　※小規模修繕希
望者は、Ｃ.物品購入への申請をお願いします。
★申請書配布期間　11月4日㈫〜 12月22日㈪

（※土・日曜・祝日を除く）
★配布場所　市役所5階契約検査室または市のホーム
ページからダウンロードしてください。
★申請方法　
申請書を記入の上、郵送（〒580−8501　松原市阿保
1−1−1）で、松原市役所総務部契約検査室へ（簡易書
留郵便または特定記録郵便に限る）。受付期間内の消印
のあるものに限り有効。
★申請書受付期間　12月15日㈪〜 22日㈪
★登録有効期間
業種Ａ・Ｂ　平成27年4月1日〜平成30年3月31日
業種Ｃ・Ｄ　平成27年3月1日〜平成30年3月31日
●問合せ　契約検査室・上下水道総務課

平成27･28･29年度　
競争入札参加資格審査
申請受付について

人
や
未
納
の
市
税
が
あ
る
人
は
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
納
税
課

突然の病気やけが
迷ったらまずここへ

#7119　
または

06－6582－7119
救急安心センターおおさか

24時間・365日　病院案内
相談員・看護師が医師の支援体制のもと
救急医療相談に対応

※案内・相談は無料（通話料は必要）です。
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子ども未来室（子育て支援係）　☎337−3118
地域教育課　☎337−3133

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

窓口課　☎337−3111
　課税課（市民税係）　☎337−3120  

雨

樋

雨水タンク

雨水桝
排水管などへ放流

▲雨水タンクの仕組み

▶雨水タンクの設置例 雨
水
貯
留
槽（
雨
水
タ
ン
ク
）の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

～
都
市
型
水
害
の
抑
制
と
雨
水︵
水
資
源
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
有
効
利
用
～

　
市
で
は
、
雨
水
を
水
資
源
と
し
て
有
効

利
用
す
る
た
め
に
、
雨
水
貯
留
槽
を
購
入

す
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
雨
水
タ
ン
ク
と
は

　

通
常
ご
家
庭
の
屋
根
に
降
っ
た
雨
水

は
、
樋と

い

を
つ
た
い
、
ご
家
庭
の
雨
水
桝
か

ら
排
水
管
な
ど
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。
雨

水
タ
ン
ク
と
は
、樋
を
途
中
で
分
岐
さ
せ
、

雨
水
を
一
時
的
に
貯
め
る
容
器
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
満
水
状
態
に
な
る
と
、
再
び

樋
に
雨
水
が
流
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す

◎
大
雨
時
の
浸
水
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

◎
貯
め
た
水
は
植
木
の
水
や
り
や
庭
の
水

ま
き
に
利
用
で
き
、
節
水
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
災
害
時
の
消
火
用
水
や
ト
イ
レ
な
ど
の

雑
用
水
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◆
設
置

　
雨
水
タ
ン
ク
を
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
業

者
に
依
頼
す
る
か
、
自
分
で
購
入
し
設
置
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そ
の
他

募　　集

▶職務内容　課税課の事務補助　▶募集人数　12人　
▶対象　市内在住で現在無職の人（学生不可）　▶勤務期
間　平成27年1月14日㈬〜 3月31日㈫　▶勤務時間　月〜
金曜日の午前10時45分〜午後3時45分で週3日または4
日の勤務（シフト制、1日4時間15分）　▶賃金　850円
(1時間）　▶申込み　市販の履歴書に必要事項を記入し、
11月6日㈭〜 13日㈭（土・日曜日を除く）までに産業振
興課へ（郵送不可）。▶面接日　11月20日㈭　午前10
時〜　▶問合せ　課税課

防
衛
省
（
自
衛
官
な
ど
）

【高等工科学校生徒】
◆高校同等教育　防衛大学校などへの進学機会あり、高
卒資格取得。◆国家公務員の身分と待遇　ボーナス年2
回、週休2日制、祝日、年末年始休暇など。被服類･寝
具･食事･宿舎費は無料。◆「学び」が仕事　卒業後は、
高機能化・システム化された装備品を駆使・運用。▶応
募資格　日本国籍を有する中学卒業（見込みの人を含む）
15歳以上〜 17歳未満の男子　▶受付期間　（推薦）11
月1日㈯〜 12月5日㈮（一般）11月1日㈯〜平成27年1
月9日㈮　※詳しくは下記までお問い合わせください。
▶問合せ　自衛隊富田林地域事務所（☎0721−24−
3799　薨0721−24−3999）

ア
ル
バ
イ
ト

▶職務内容　小中学校事務運営補助員　▶募集人数　
22人　▶対象　学校教育に理解と熱意を有する人　
▶勤務場所　市立小学校・中学校　▶勤務期間　平成
27年1月8日㈭〜 3月24日㈫　▶勤務時間　月〜金曜日

（祝日を除く）　※学校行事による変更あり　①午前8時
30分〜午後1時30分　②午前8時30分〜午後0時30分
※勤務する学校によって①または②、どちらかの勤務時
間となります。▶賃金　850円(1時間）　▶申込み　市
販の履歴書に必要事項を記入し、11月4日㈫〜 11日㈫

（土・日曜日を除く）までに教育総務課へ（郵送不可）。
▶面接日　11月13日㈭　▶問合せ　教育総務課

　毎月第3土曜日には、休日窓口を行っています。
開庁日　11月15日㈯　　開庁窓口　窓口課
開庁時間　午前9時〜正午
取扱業務　下記の交付業務のみ
①住民票（広域交付住民票は除く）
②戸籍に関する証明書・戸籍の附票
③印鑑登録証明書　 など、窓口課にて交付する証明書
※転入・転出などの異動届、住民基本台帳カードの申請、印
鑑登録の申請はお取り扱いできません。
問合せ　休日窓口に関することは企画政策課、取扱業務に関
することは窓口課

11月の休日窓口開庁日＝
寄
付
＝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■﹁
ふ
る
さ
と
寄
附
金
﹂

◎
9
月
18
日　
小
林
カ
ツ
ミ
様

　
今
後
、
松
原
市
の
発
展
の
た
め
に
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　
企
画
政
策
課

     11月は
児童虐待防止推進月間です

　児童相談所全国共通ダイヤル（☎0570−
064−000）  ※出産や子育てに悩んだとき
にもご利用ください。近年児童虐待が増加
しています。児童虐待は家族間のストレス、
子育て家庭の孤立化、住居や経済的・社会
的要因などさまざまな問題が絡み合って発
生します。

◆連絡（通告）してください
　「虐待かどうかわからないけど、気にな
る！」という場合はすぐに子ども未来室や子
ども家庭センターに連絡（通告）してくださ
い。連絡した人が誰か特定されないように
秘密は守られます。

◆相談してください　
　誰にも話さず、ひとりで悩み、抱え込ん
でいませんか。ささいなことでも、出産や
子育てに悩んだときには、お気軽にご相談
ください。

●連絡先　子ども未来室
富田林子ども家庭センター（☎0721−25−
1172）
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そ
の
他

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト

す
る
な
ど
で
す
。
ま
た
、
松
原
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
設
置
作
業
を
依
頼
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
（
設
置
前
に
書
類
の
提

出
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

◆
助
成
額

　
80
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
雨
水
タ
ン
ク
の
購

入
価
格
（
工
事
費
を
含
む
）
の
２
分
の
１

で
上
限
額
は
５
万
円
で
す
。

　
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
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そ
の
他

後
期
援
助
会
員
養
成
講
座
の

　
　
　
　
　
内
容
変
更
に
つ
い
て

▼
と
き　
11
月
13
日
㈭　

午
後
2
時
〜
3

時　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
8
階
会
議
室　

▼
内
容　
「
子
ど
も
の
安
全
と
事
故
防
止
」

▼
講
師　

松
原
警
察
署
員　

▼
問
合
せ　

子
ど
も
未
来
室

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
講
演
会

児
童
虐
待
を
め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て

▼
と
き　
11
月
18
日
㈫　
午
後
2
時
〜
4

時　
▼
と
こ
ろ　
市
役
所
8
階
会
議
室

▼
講
師　
津
崎
哲
朗
さ
ん
（
花
園
大
学
社

会
福
祉
学
部
教
授
）
▼
定
員　

50
人

▼
保
育　
1
歳
6
カ
月
〜
就
学
前
の
子
ど

も
先
着
10
人
、
一
人
に
つ
き
1
回
３
０
０

円　

※
11
月
8
日
㈯
ま
で
に
直
接
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
育
て
支
援
ぽ
け
っ
と
（
☎
２
６
８
・

２
１
８
２)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
子
ど

も
未
来
室
へ
。 

▼
問
合
せ　

子
ど
も
未

来
室

松
原
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

オ
ル
ゴ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き　
12
月
17
日
㈬　
午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分　
▼
と
こ
ろ　
市
役
所
8
階
会

議
室　
▼
対
象　
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど

な
た
で
も  
▼
定
員　

先
着
40
人
（
子
ど

も
含
む
） 
▼
内
容　
◎
オ
ル
ゴ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
（
坂
口
雄
二
さ
ん　
「
ア
ト
リ
エ

た
ち
た
ち
」） 

◎
手
遊
び
な
ど（
フ
ァ
ミ
サ

ポ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
※
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員

は
会
員
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み　
11
月
5
日
㈬
か
ら
直
接
、
子

ど
も
未
来
室
へ
。
▼
問
合
せ　
子
ど
も
未

来
室
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そ
の
他

中
学
校
運
動
場
の
無
料
貸
し
出
し

　
　
利
用
者
の
抽
選
を
行
い
ま
す

　
11
月
4
日
㈫
よ
り
、
12
月
・
1
月
分
の

中
学
校
運
動
場
利
用
者
の
抽
選
受
付
を
行

い
ま
す
。
使
用
可
能
な
競
技
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
で
す
。
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
ま
で
の
、
2
時
間
交
代
制
で
す
。
使

用
可
能
日
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
抽
選
日
時　
11
月
19
日
㈬　
午
後
1
時

30
分
〜　
▼
受
付
期
間　
11
月
4
日
㈫
〜

10
日
㈪　
※
新
規
の
団
体
は
18
日
㈫
ま
で

受
け
付
け
。
▼
と
こ
ろ　
市
役
所
5
階
会

議
室　
▼
問
合
せ　
地
域
教
育
課

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
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2021

各種相談 秘密は厳守します

※いずれも祝日・年末年始は除きます。

予約欄に○がある場合は事前に予約が必要です。松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

東阿保村の安養寺
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

慈
願
寺
・
東
本
願
寺
が
関
わ
っ
た

真
宗
大
谷
派
、
三
五
〇
年
の
歩
み

　
市
役
所
の
所
在
す
る
阿あ

保お

の
地
は
、
江
戸

時
代
前
半
ま
で
は
丹た

ん

北ぼ
く

郡
阿
保
村
で
し
た

が
、
の
ち
東
阿
保
村
と
西
阿
保
村
に
分
か
れ

て
い
き
ま
し
た
。明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
、

東
西
両
村
が
合
併
し
て
、
再
び
阿
保
村
が
形

成
さ
れ
た
の
で
す
。
正し

ょ

保う
ほ
二
年（
一
六
四
五
）

の
郷ご

う

帳ち
ょ
うに
書
か
れ
た
村
の
石こ
く
高だ
か
に
東
西
阿
保

村
が
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
ろ

ま
で
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
う
ち
、
東
阿
保
村
の
今
の
阿
保
六
丁
目

に
真
宗
大
谷
派
の
安あ

ん

養に
ょ

寺う
じ
が
建
っ
て
い
ま
す
。

寺
の
過
去
帳
に
、
初
代
住
職
と
思
わ
れ
る
釋

し
ゃ
く
宗そ
う

念ね
ん
が
寛か
ん

文ぶ
ん
十
二
年（
一
六
七
二
）十
月
二
十
五
日

に
亡
く
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
の
で
、
寛
文
年
間

ま
で
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
安
養
寺
は
、
江
戸
時
代
後
半
ま
で
は
本
山

の
東
本
願
寺
の
直じ

き
末ま

つ
で
は
な
く
、
八
尾
に
建

て
ら
れ
た
浄
土
真
宗
の
由
緒
寺
院
で
あ
る
慈じ

願が
ん
寺じ

の
下
に
あ
り
ま
し
た
。
慈
願
寺
は
東
本

願
寺
に
属
し
な
が
ら
、
河
内
を
中
心
に
摂
津

や
大
和
な
ど
に
三
十
か
寺
の
末
寺
を
持
っ
て

い
ま
し
た（
明
治
四
年
）。
松
原
で
も
、
安

養
寺
の
他
、
新
堂
の
良り

ょ

念う
ね

寺ん
じ

、
河
合
の
称

し
ょ
う

念ね
ん

寺じ

、
上
田
の
福ふ
く

應お
う
寺じ

、
小
川
の
不ふ

退た
い
寺じ

も
そ

の
末
寺
で
し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」94
・
97
）。

　
慈
願
寺
に
残
る
文
書
に
、天て

ん
和な

二
年（
一
六
八
二
）

九
月
二
十
日
に
、
安
養
寺
に
対
し
て「
木も

く

佛ぶ
つ

寺
号
御
免
状
」「
慈
願
寺
下
河
州
丹
北
郡
阿
保

村
惣
道
場
安
養
寺
」
と
あ
り
、
本
尊
の
阿
弥

陀
如
来
像
と
安
養
寺
の
寺
号
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
翌
天
和
三
年（
一
六
八
三
）
四
月
七
日

に
は「
祖
師
御
免
状
」と
あ
り
、
開
祖
親し

ん

鸞ら
ん
聖

人
絵
像
が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
翌

貞じ
ょ

享
う
き
ょ
う

元
年（
一
六
八
四
）
霜し
も

月つ
き（
十
一
月
）

二
十
七
日
に
も
、
東
本
願
寺
十
四
世
の
琢た

く

如に
ょ

上
人
絵
像
が
下
付
さ
れ
ま
し
た
。
正
し
ょ
う

徳と
く

三
年

（
一
七
一
三
）
に
な
る
と
、
聖
徳
太
子
像
や
イ

ン
ド
・
中
国
な
ど
の
七
高
祖
像
も
そ
れ
ぞ
れ

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、寺
に
祀
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
絵
像
に
は
、

年
号
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、裏
書
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
琢
如
上
人
絵
像
に
は「
河
州
阿
保

村
惣
道
場
安
粮
寺
」
と
あ
り
ま
す
。
聖
徳
太

子
や
七
高
祖
像
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ「
河か

し

劦ゅ
う

丹

北
郡
阿
保
村
惣
道
場
安
養
寺
」と
あ
り
ま
す
。

琢
如
絵
像
は
、
安
養
寺
の「
養
」を「
粮
」と
異

な
っ
た
表
記
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
興

味
を
そ
そ
ら
れ
る
の
は
、「
阿
保
村
」と
あ
る

こ
と
で
す
。
先
述
の
よ
う
に
、
正
保
二
年
ま

で
に
は
東
西
阿
保
村
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
後
、
八
十
年
後
の
正
徳
三
年

の
時
点
で
も
阿
保
村
の
ま
ま
で
す
。

　
阿
保
村
は
初
め
幕
府
領
で
あ
り
、
宝ほ

う

永え
い
二

年（
一
七
〇
五
）以
降
は
関
東
の
秋あ

き

元も
と

氏
の
領

地
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
東
・
西
の
区
分
け

は
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
安
養
寺
に
は
、
文ぶ

ん

政せ
い

六
年（
一
八
二
三
）十
一

月
二
十
一
日
、
東
本
願
寺
二
十
世
の
達た

つ

如に
ょ

が

尼あ
ま

講こ
う

に
下
し
た「
御お

文ふ
み

」が
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、「
慈
願
寺
下
河
州
丹
北
郡
東
阿
保

村
安
養
寺 
尼
講
中
」と
あ
り
、
江
戸
時
代
後
半

に
は
東
阿
保
村
は
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
幕
末
の
嘉か

永え
い

七
年（
安あ
ん

政せ
い

元
年
、

一
八
五
四
）
六
月
十
四
日
、
大
地
震
が
起
こ

り
、松
原
地
方
も
大
き
く
揺
れ
た
よ
う
で
す
。

い
わ
ゆ
る
安
政
の
南
海
地
震
で
和
歌
山
・
大

阪
な
ど
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。
こ
の
時
、
安
養
寺
で
は

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
守
る
た
め
、
台

座
や
光こ

う
背は
い
か
ら
本
体
を
は
ず
し
、
木
箱
に
入

れ
安
全
な
場
所
に
保
管
し
ま
し
た
。「
御
本
尊

様
御
箱
」と
書
か
れ
、
時
の
看か

ん
坊ぼ
う（
住
職
）で

あ
っ
た
鳳ほ

う
鳴め
い
が
大
地
震
の
様
子
を
簡
潔
な
が

ら
、
記
し
て
い
ま
す
。

　
鳳
鳴
の
二
十
年
ほ
ど
前
の
天て

ん

保ぽ
う
七
年（
一
八

三
六
）、
安
養
寺
に
は
大だ

い

芸げ
い
と
い
う
二
十
歳
の

僧
も
い
ま
し
た
。大
芸
は
城

じ
ょ
う

連れ
ん
寺じ

村（
天
美
北
）

の
最さ

い

勝し
ょ
う

寺じ

の
恵え

学が
く
の
紹
介
で
、
同
年
七
月

二
十
六
日
、
日ひ

田た
（
大
分
県
）
の
私
塾
・
咸か
ん
宜ぎ

園え
ん

が
堺
に
開
い
た
広ひ

ろ
瀬せ

旭き
ょ
く

荘そ
う

塾
に
入
門
し
て

い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」204
）。

　
な
お
、
現
在
の
本
堂
は
昭
和
六
十
三
年

に
改
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
棟む

な

札ふ
だ

に
よ
る

と
、
そ
の
も
と
は
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）四

月
上
旬
に
、
松
原
村
新
堂
の
大
工
棟
梁
、
伊い

藤と
う
嘉か

兵へ

衛え

豊と
よ
久ひ
さ
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
江
戸
時
代
後
半
以
降
、
新
堂
に
は

伊
藤
氏
や
村
田
氏
ら
の
大
工
棟
梁
が
数
多
く

お
り
、
安
政
二
年（
一
八
五
五
）に
再
建
さ
れ

た
、
同
じ
真
宗
大
谷
派
で
西
阿
保
村
の
西さ

い
徳と

く

寺じ

も
、
新
堂
の
伊
藤
利り

助す
け

に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
て
い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」156
）。
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▲安養寺（阿保6丁目）　山門は平成
6年の改築だが、そのもとは明治24
年（1891）4月、三宅村の大工の岡
本長三郎、岡本吉平が建てたもの。

▲安養寺本堂内陣　本尊の阿弥陀
如来像を中心に向かって右は親鸞
聖人絵像。本尊の左側は蓮如上人
像、その左は聖徳太子像。

▲安養寺「御本尊様御箱」（右）と「鳳
鳴」の署名（中）、木箱に書かれた安政
の南海地震の記述（左）

れん にょ

各社会保険労務士事務所
（☎337－3112　産業振興課）

市役所内相談室　（☎0721－26－9441
南河内若者サポートステーション）

毎週木曜日 

毎週水曜日 

子ども未来室　電話相談も可
（☎337－3118　子ども未来室）

市役所東別館（☎333－0294　社会福祉協議会）
来館された順にお受けします
保険年金課（☎337－3123）
※納付相談は保険年金課で随時行っています

市立保健センター
電話で地域保健課（☎337－3126）へ

消費生活相談

労働相談

家庭児童相談

母子相談

心配ごと相談

はーとビュー（人権交流センター）
※総合生活・進路相談は電話相談も可
（☎332－5705）

総合生活･進路相談

国保日曜納付相談

からだの健康相談

栄養相談

歯科相談

●11月7日・14日・21日㈮
●12月5日・12日・19日㈮

月曜日～金曜日
人権相談

月曜日～金曜日 市役所6階雇用就労支援センター　
（☎337－3112　産業振興課）就労相談

福祉総務課　電話相談も可
（☎337－3116　福祉総務課）総合福祉相談

若者自立相談

禁煙相談

こころとからだの
なんでも健康相談

（育児相談を含む）
9：00～ 17：00

地域保健課　電話相談・予約も可　
予約無しの場合は市役所1階総合受付へ
（☎337－3126　地域保健課）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

総合福祉会館（☎336－0805）

●11月23日㈰
●12月21日㈰

●11月11日㈫・26日㈬
●12月15日㈪

●11月11日㈫・26日㈬
●12月15日㈪

●12月15日㈪

●11月6日㈭
●12月4日㈭

予約受付は月曜日～金曜日

●11月26日㈬ 　
●12月24日㈬

地域保健課（☎337－3126）

月曜日～金曜日

10：30～ 11：00

13：45～ 14：35

13：15～ 14：30

13：15～ 14：30

10：00～ 17：00

9：00～ 17：30

9：00～ 17：00

14：00～ 17：00

行政相談 ○

14：00～ 16：00

9：00～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00～ 17：30

月曜日～金曜日 9：00～ 17：30

15：00～ 19：00

13：00～ 16：00

青年自立相談 月曜日～金曜日 9：00～ 17：30

受付

受付

受付

受付

受付

○

市役所3階相談室
電話で人権交流室（☎337－3101）へ

法律相談
●11月5日・12日・19日・26日㈬
●12月3日・10日・17日・24日㈬

 （1日16人、一人約30分間、原則一人1回）

市役所3階相談室　予約：11月の1･2週分は10月
30日㈭、3･4週分は11月13日㈭、12月の1･2週
分は、11月27日㈭のいずれも午後1時から電話
で市民協働課（☎334－1550）へ

とき （11月・12月） ところ・その他予
約

13：00～ 17：00

●11月5日㈬ 
●12月3日㈬ 

市役所3階相談室　※国の行政に関する苦情など
電話で市民協働課（☎334－1550）へ9：00～ 12：00

●11月6日・27日㈭
●12月4日・18日㈭女性相談 ○ ●11月13日・20日㈭　 
●12月11日・25日㈭　 13：30～ 16：30

9：30～ 12：30 はーとビュー
（人権交流センター）

電話で人権交流室
（☎337－3101）へ
※女性相談は一時保育あり
　有料、要予約市役所3階相談室

月曜日～金曜日 市役所6階消費生活相談コーナー　電話相談も可
（☎337－3080　産業振興課）

10：00～ 12：00
13：00～ 16：00
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図書館のお知らせ

マタニティスクール（お産と母乳の話・
沐浴実習・妊婦同士の交流など）
①12月10日・17日・24日・1月14
日㈬　午後1時10分〜 4時  （全4回）
②市立保健センター　③妊婦、先着
30人　④電話で地域保健課へ
パパママ教室（沐浴実習・パパの妊婦
体験など）
①11月16日㈰　午後1時〜 3時30分
②市立保健センター　③妊婦とその家
族、先着20組　④電話で地域保健課へ
妊婦の歯科健康診査（歯科健診、妊娠
中と赤ちゃんの歯の話など）
①12月24日㈬　午後1時10分〜 3時
30分　②市立保健センター　③妊婦、
先着15人　④電話で地域保健課へ
親子のふれあいルーム（親子遊び、栄
養・育児・歯についての相談）
①11月19日・12月3日㈬　午前10
時〜 11時30分　②市立保健センター
③6カ月〜1歳未満の子どもと保護者、
先着30人　④電話で地域保健課へ

なごみの広場
「2015年のカレンダー作り」
①11月17日㈪　午前10時30分〜
正午　午後2時〜 3時30分　②なご
みの広場（市民道夢館内） ③0歳から
3歳の子どもと保護者、先着各20組
④11月5日㈬より直接なごみの広
場へ
なごみの広場

「母と子の心通うベビーマッサージ」
①11月26日㈬　午前10時30分〜
11時30分　②なごみの広場（市民
道夢館内） ③0歳から12カ月の子ど
もと保護者、先着10組（初めての人
に限る）　④11月10日㈪より直接な
ごみの広場へ
わいわい広場　「クリスマス会」
①12月9日㈫　午前10時30分〜11時
30分　②わいわい広場（はーとビュー
内） ③0歳から3歳の子どもと保護者、
先着30組　④11月27日㈭より直接わ
いわい広場へ

おしゃべりサロン
①11月10日・17日・12月1日㈪　午
前10時〜 11時　②子育て支援セン
ターわくわく　③0歳〜就学前の子
どもと保護者　④11月4日㈫　午後
1時〜
いちごみるく

（あかちゃんと一緒に遊ぶ会）
①A.11月11日 ㈫、B.13日 ㈭、C.13
日㈭、D.17日㈪、E.21日㈮　A,B,C,E
は午前10時〜 11時　Dは午後2時〜
3時　②A,B,Eは子育て支援センター
のびのび、C,Dは子育て支援センター
わくわく　③3カ月〜 1歳までの子ど
もと保護者、先着10組　④11月5日
㈬　午後1時〜子育て支援センター
わくわくへ。
子育て講座　（要費用）
木工　かわいいマグネット作り
①11月20日㈭　午前10時〜 11時
②子育て支援センターわくわく　③0
歳〜就学前の子どもと保護者　先着
10組　④11月11日㈫　午後1時〜
おとうさんとクッキング

「いなり寿司」を作りましょう
①11月15日㈯　午前10時〜 11時　
②子育て支援センターわくわく　③0
歳〜就学前の子どもと保護者　先着
10組　④11月4日㈫　午後1時〜
お料理教室　要費用

「パウンドケーキを作ろう」
①11月27日㈭　午前10時〜 11時
30分　②JA 農産物直売所「畑のつ
づき」2階　③1歳〜就学前の子ど
もと保護者　先着10組　④11月18
日㈫　午後1時〜
あかちゃんがきた！
親子の絆づくりプログラム（要費用）
①11月14日･21日･28日･12月5日㈮
連続4回　午前10時〜正午　②市役所8
階　③第1子2カ月〜 5カ月の子どもと
その母親　④11月4日㈫　午後1時〜
あおぞら保育　雨天中止
①11月12日㈬　午前10時30分〜 11
時30分　②堂ヶ池公園　③0歳〜就学
前の子どもと保護者　④直接公園に
あおぞら保育　雨天中止
①11月4日･18日 ㈫　 午 前10時30
分〜 11時30分　②一津屋東公園　
③0歳〜就学前の子どもと保護者　
④直接公園に

カフェ　いこいの空間　
ママカフェでのんびり！（無料）
①11月6日㈭･10日㈪･13日㈭･17日㈪･
20日㈭･27日㈭　午前10時〜 11時　
②清水保育園　③0歳〜就学前の子ど
もと保護者　④不要
親子茶道教室
①11月25日㈫　午前10時〜 11時
②清水保育園　③0歳〜就学前の子ど
もと保護者　④不要
育児講座
①11月20日㈭　午前10時〜 11時
②岡公民館　③0歳〜就学前の子ども
と保護者　④不要
岡親子教室
①11月6日･13日･20日㈭　午前10時〜
11時　②岡公民館　③0歳〜就学前
の子どもと保護者　④不要

子育て講習会　
「救急救命士さんに聞いてみよう！」
①11月21日㈮　午前10時〜 11時30
分　②まつばら駅前おおぞら保育園　
③未就園児と保護者　抽選16組　
④11月4日㈫〜 11日㈫に電話で。

おしゃべりサロン
①11月5日・19日・12月3日 ㈬　 午
前10時〜 11時　②子育て支援セン
ターのびのび　③0歳〜就学前の子ど
もと保護者　④11月4日㈫　午後1時〜
子育て講座
大きな声でゴスペルに挑戦
①11月12日㈬　午前10時〜 11時
②子育て支援センターのびのび　
③0歳〜就学前の子どもと保護者　
先着10組　④11月5日㈬　午後1時〜
おおぞら保育　雨天中止
①11月10日・17日 ㈪　 午 前10時
30分〜 11時30分　②中央公園　
③0歳〜就学前の子どもと保護者　
④直接公園に
おでかけおしゃべりサロン
①11月26日㈬　午前10時〜 11時
②天美我堂公民館　③0歳〜就学前
の子どもと保護者　④11月6日㈭　
午後1時〜

子育て応援コーナー
教室・講座

地域保健課

清水保育園（ともだち広場）

まつばら駅前おおぞら保育園
（ぴぃ〜す KIDS）

子育て支援センターわくわく
（恵我図書館 2 階）

子育て支援センターのびのび
（第 2 保育所内）

子ども未来室

①とき　②ところ　③対象・定員　④申込み
ところ　市立保健センター
時間　午後2時〜 3時
予防接種を受けるときは「予防接種の手引き」をよく読み、
必ず「母子健康手帳」をお持ちください。
問合せ　地域保健課

問合せ　各図書館

BCG

予防接種

4日㈭
18日㈭

6日㈭
20日㈭

生後3月〜生後1歳に
至るまでの間の者

11月 12月 対象

施設名

松原南図書館

とき 内容

11月12日㈬　午前11時〜

7月7日㈪

ところ　市立保健センター
受付時間　午後1時〜 1時30分
健診日の約3週間前に問診票を送付します。健診当日にお持
ちください。※感染症（はしか・水痘・手足口病・とびひなど）
の疑いがある乳幼児は日程変更の連絡をお願いします。
問合せ　地域保健課

乳幼児健康診査

種類

4か月児
健康診査

1歳7か月児
健康診査

2歳児
歯科健康診査

2歳6か月児
歯科健康診査

3歳6か月児
健康診査

とき 対象

11月10日㈪ 平成26年7月1日〜 15日生

平成26年7月16日〜 31日生

平成26年8月生

平成25年4月1日〜 15日生

平成25年4月16日〜 30日生

平成25年5月生

平成24年11月生

平成24年12月生

平成24年5月生

平成24年6月生

平成23年5月1日〜 15日生

平成23年5月16日〜 31日生

平成23年6月生

11月17日㈪

12月8日･22日㈪

11月4日㈫

11月18日㈫

12月2日･16日㈫

11月13日㈭

12月11日㈭

11月27日㈭

12月25日㈭

11月7日㈮

11月21日㈮

12月5日･19日㈮

施設名 施設名 施設名開放日 開放日 開放日雨天 雨天 雨天

公立保育所
午前9時30分〜 11時

私立保育園
開放時間は園によって

異なります

公立幼稚園
午前9時30分〜 10時30分

（松原西幼稚園は
午前10時30分〜 11時30分）

第1保育所
☎332−1649

第2保育所
☎331−7846

第4保育所
☎332−00105日･19日㈬ 14日･28日㈮ 7日･21日㈮× × ×

×

○ ○ ○

○ ○○

× ×○

○ ○×

× ××

○ ××

× ×○

14日･28日㈮

20日㈭ 4日･11日･
18日･25日㈫ 26日㈬

20日㈭ 20日㈭19日㈬

11日㈫ 11日㈫

13日･27日㈭ 20日㈭12日･26日㈬

13日㈭ 12日㈬12日㈬

13日㈭ 28日㈮18日㈫

25日㈫ 11日･25日㈫12日･26日㈬

第7保育所
☎335−6116

松原幼稚園
☎332−0497

四つ葉幼稚園
☎332−0015

恵我幼稚園
☎332−0812

三宅幼稚園
☎332−4638

まつかぜ幼稚園
☎335−7800

松原西幼稚園
☎333−0130

岡町学園
☎334−5116

新堂保育園
☎332−7707

清水保育園
☎335−1050

ピヨピヨ保育園
☎333−8066

松原保育園
☎337−9477

まつばら駅前おおぞら
保育園 ☎338−0288

天美保育園
☎332−0341

ことり保育園
☎349−6144

青い鳥学園
☎332−0580

天美北保育園
☎339−1750

宮前つばさ保育園
☎337−0283

松原カリーノ保育園
☎334−6080

アミリア保育園
☎336−0606

阿保くすの木保育園
☎336−8928

みつばち保育園
☎336−4900

幼稚園や保育所に通っていない就学前の子どもを対象に園庭などを開放しています。　問合せ　各保育所（園）、幼稚園
11月の園庭開放

あかちゃんからのおはなし会

バンビたいむ

ぴよぴよ
　おはなし会

※上記の他にも図書館ではさまざま行事を行っています。
詳しくは30ページをご覧ください。

4日･11日･
18日･25日㈫

11月13日㈭　
午前10時30分〜

問合せ　地域保健課（☎337−3125、3126）　子ども未来室（☎337−3118）　子育て支援センターのびのび（☎薨
333−6977、http://www.city.matsubara.osaka.jp/、葆あり）　子育て支援センターわくわく（☎薨335−6119、
http://www.city.matsubara.osaka.jp/、葆なし）　清水保育園（☎335−1050、薨330−1152、http://www.
simizu.or.jp/、葆なし)　まつばら駅前おおぞら保育園（☎338−0288、薨330−6039、http://www.shoutokukai.
net/、葆なし)　松原図書館（☎334−8060）　情報ライブラリー（☎335−4000）　天美西図書館（☎330−0551）
三宅図書館（☎332−8560）　新町図書館（☎332−0063）　天美図書館（☎336−7300）　恵我図書館（☎333−
2020）　松原南図書館（☎332−0373）　

天美西図書館

情報
ライブラリー

カンガルー
　　ぽけっと

11月25日㈫　
午前10時30分〜



2424

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
D
V
）、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す

べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
国
や
大
阪
府
、
市
で
は
毎
年
11
月
12
日

か
ら
25
日
ま
で
の
2
週
間
を
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　
暴
力
を
し
な
い
、
許
さ
な
い
と
い
う
意

識
づ
く
り
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、

人
権
交
流
室（
☎
３
３
７・
３
１
０
１
）へ
。

　

　
　
松
原
市
で
は

︿
パ
ネ
ル
展
示
﹀

﹁
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
﹂

▼
と
き　
11
月
10
日
㈪
〜
13
日
㈭

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
、
は
ー

と
ビ
ュ
ー
（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）

︿
特
設
女
性
相
談
﹀

　

毎
週
木
曜
日
に
、
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す（
20

ペ
ー
ジ
参
照
）。
20
日
は
夜
間
相
談
を
行
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
20
日
㈭　

午
後
５
時
〜
８

時（
一
人
１
時
間
）

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
３
階
相
談
室

︿
セ
ミ
ナ
ー
﹀

﹁
デ
ー
ト
D
V
を
防
止
す
る
た
め
に　
　
　

  

　
～
お
互
い
を
大
切
に
す
る
関
係
と
は
～
﹂

▼
と
き　
11
月
18
日
㈫　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

　

▼
と
こ
ろ　
福
利
厚
生
会
館
３
階

▼
講
師　
野
村
宏
子
さ
ん（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
大
阪

S
A
C
H
I
C
O
事
務
局
）

▼
定
員　
先
着
30
人

▼
参
加
費　
無
料

▼
保
育　

１
歳
６
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
、
先
着
５
人
、
費
用
一
人
３
０
０

円　
※
保
育
の
申
し
込
み
は
直
接
、
N
P
O

法
人
子
育
て
支
援
ぽ
け
っ
と（
☎
２
６
８
・

２
１
８
２　
薨
２
８
４・７
７
３
３
）へ
。

▼
問
合
せ
・
申
込
み　
人
権
交
流
室（
☎
３

３
７・３
１
０
１　
薨
３
３
７・３
０
０
３
）

　
　
大
阪
府
で
は

︿
セ
ミ
ナ
ー
﹀

﹁
D
V
予
防
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
﹂

▼
と
き　
11
月
12
日
㈬　
午
後
３
時
30
分
〜

５
時

▼
と
こ
ろ　
通
天
閣

▼
内
容　

浪
速
警
察
署
に
よ
る
護
身
術
講

座
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
応

援
隊
に
よ
る
痴
漢
撃
退
ソ
ン
グ
披
露
、
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン
オ
ブ
ジ
ェ
へ
の
リ
ボ
ン
結
び
、

通
天
閣
の
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

▼
問
合
せ
・
申
込
み　

大
阪
府
府
民
文
化

部
男
女
参
画
・
府
民
協
働
課（
☎
06
・
６

２
１
０・
９
３
２
１　
薨
06
・
６
２
１
０
・

９
３
２
２
）

　
　
法
務
局
で
は

︿
電
話
相
談
﹀

　

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
の
職
員

ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
電
話
相
談

を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
と
き　
11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時　
※
た
だ
し
、
11

月
22
日
㈯
、
23
日
㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
ま
で

▼
相
談
内
容　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

▼
電
話
番
号　
（
☎
０
５
７
０・
０
７
０
・

８
１
０
）

▼
問
合
せ　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

（
☎
06
・
６
９
４
２・
９
４
９
６
）

suteki  
life
vol.67

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

はーとビュー（人権交流センター）　☎332−5705
　薨332−5710

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

催　し
ＢＯＸ

entertainment

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
！
＂
市
民
の
ま
な
び
＂応
援
事
業

親
子
で
遊
ぼ
う
！
学
ぼ
う
！

発
達
障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
と
親
の
交
流
会

　

発
達
に
凸
凹（
特
性
）
が
あ
っ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
子
ど
も
と
親
の
楽
し

い
交
流
会
で
す
。

▼
と
き　
11
月
16
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
3
時　
▼
と
こ
ろ　
総
合
福
祉
会
館

（
新
堂
1
丁
目
） 

▼
対
象　
発
達
に
凸
凹
が

あ
っ
た
り
発
達
障
害(

特
性)

を
持
つ
5
歳

以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
定
員

先
着
15
組　

▼
内
容　
●
子
ど
も
と
大
学

生
の
遊
び
を
通
し
た
交
流　

●
保
護
者
と

支
援
者
の
た
め
の
講
座　
○
テ
ー
マ　
「
子

ど
も
の
発
達
の
凸
凹
の
特
性
を
早
く
知
っ

て
、
子
ど
も
が
生
き
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」 

○
講
師　

石
田

易
司
さ
ん（
桃
山
大
学
教
授
） 

▼
申
込
み　

Ｅ
メ
ー
ル(kodom

ococorokai@
ya

hoo.co.jp)

・
Ｆ
Ａ
Ｘ(

薨
３
３
５・
０
7

１
０)

で「
子
ど
も
の
心
の
発
達
を
考
え
る

会
」事
務
局
へ
。
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
は

住
所
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ「
子
ど
も
の

心
の
発
達
を
考
え
る
会
」 

事
務
局（
☎
３
３

5
・
０
７
１
０
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
運
動

　
　

       
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
普
及
イ
ベ
ン
ト

青
年
自
立
支
援

巡
回
相
談
会
の
お
知
ら
せ

▼
と
き　
11
月
21
日
㈮　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

三
宅
公
民
館

（
三
宅
中
3
丁
目
） 

▼
内
容　
ニ
ー
ト
・
ひ

き
こ
も
り
・
不
登
校
な
ど
、
15
歳
以
上
の

青
年
の
自
立
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

（
必
要
に
応
じ
て
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
各
種
関
係
機
関
の
紹
介

を
し
ま
す
）。 

※
直
接
来
館
も
可
。た
だ
し
、

当
日
は
事
前
予
約
優
先
。 

▼
申
込
み
・
問

合
せ　
は
ー
と
ビ
ュ
ー　

　広報まつばら9月号で掲載した「青年自立支援
セミナー（ 3回連続講座） いつからだって最初の
第一歩」の第3回分（ 11月20日㈭　午後2時〜 4
時「大人の発達障害当事者から見た現状と生活・
就労支援」）の開催場所が、はーとビューから市
役所福利厚生会館4階に変更となりました。
▶問合せ　はーとビュー

青年自立支援セミナー
いつからだって最初の第一歩

会場変更のお知らせ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育
成
講
座

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は
、
私
た
ち
が

本
来
持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
、
対
話

や
信
頼
に
基
づ
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
体

験
参
加
型
学
習
）
の
進
行
役
の
こ
と
で
す
。

　

自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
し
、
他
者
と

よ
り
良
い
関
係
を
き
ず
い
て
い
く
た
め
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
11
月
27
日
・
12
月
4
日
・
11
日

い
ず
れ
も
木
曜
日（
全
3
回
） 

午
後
7
時
30

分
〜
9
時　

▼
と
こ
ろ　
は
ー
と
ビ
ュ
ー

（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

▼
対
象
・
定
員　
16

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
、

先
着
20
人　

▼
講
師　

深
美
隆
司
さ
ん

（
あ
い
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

of 

Ｈ
Ｒ
Ｓ
） 

▼
申
込
み　

11
月
1
日
㈯
か
ら
来
所（
平

日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
）・
は

が
き（
〒
５
８
０
ー
０
０
２
３　

南
新
町

２
ー
１
４
１
ー
１
）・
Ｅ
メ
ー
ル（heartvi

ew
@

city.m
atsubara.osaka.jp

）・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
は
ー
と
ビ
ュ
ー
へ
。
は
が
き
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
有
無
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・

講
座
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合

せ　
は
ー
と
ビ
ュ
ー

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

地域教育課　☎337−3133
松原公民館　☎336−2816
新町公民館　☎332−0022

はーとビュー　☎332−5705　薨332−5710　人権交流室　☎337−3101
松原市文化会館　☎336−5755　薨336−5763

市民協働課　☎337−3103

とき 11月30日㈰
午前10時〜午後4時

12月1日㈪～ 5日㈮
午前9時〜午後5時（1日㈪は
正午〜、5日㈮は午後3時まで）

ところ 総合福祉会館 市役所市民ロビー

内容

●パフォーマンス（演
奏・歌・演芸・踊り・
体操・劇・手品など）
●手作り・体験コー
ナー（おもちゃ・小
物などの作品作り、
ゲームなど）
●喫茶コーナー（正
午～午後3時）

●パネル（作品）展示
●パフォーマンス（正午～午後0
時45分）
●はーとぴあショップ（障害者施
設の自主製品販売　午前10時～
午後3時）
●喫茶コーナー（正午～午後2時）

　市内で活動する市民団体（ボランティア）の活動を紹介し、体験
や交流ができるイベントです。楽しいパフォーマンスを見に、活
動の参考になる情報や仲間を探しに、ちょっとお茶を飲みになど、
気軽に参加してみませんか。
▶とき・ところ・内容　下表参照　▶主催　㈶松原市文化情報振
興事業団（松原市市民活動サポートサロン） (福)松原市社会福祉協
議会（まつばらボランティアセンター） 松原市ボランティア連絡会
▶問合せ　市民協働課　松原市市民活動サポートサロン（☎334−
4395）  まつばらボランティアセンター（☎339−0741）

まつばら　ボランティア
市民活動フェスタ2014

市
制
施
行　
60
周
年
記
念

劇
団
往
来　
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
平
成
27
年
3
月
に
開
催
さ
れ
る
劇
団
往

来
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ウ
イ
ン
」
に
出
演
す
る

た
め
の
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

▼
と
き　
12
月
17
日
・
平
成
27
年
１
月
21

日
・
28
日
・
２
月
４
日
・
18
日
・
25
日
・

３
月
４
日
・
11
日　

い
ず
れ
も
水
曜
日
・

3
月
14
日
㈯　
午
後
７
時
〜
９
時（
受
け
付

け　
午
後
6
時
30
分
〜
） ▼
本
番
公
演　
平

成
27
年
３
月
15
日
㈰　
午
後
２
時
〜　
▼
と

こ
ろ　

松
原
市
文
化
会
館　

▼
講
師　

小

鉢
誠
治
さ
ん（
劇
団
往
来
、
作
家
・
演
出
家
） 

▼
定 

員　
約
５
人（
12
月
６
日
㈯
に
簡
単
な

面
接
を
行
い
ま
す
）。 

▼
申
込
み　
11
月
25

日
㈫
必
着
で
、
往
復
は
が
き（
〒
５
８
０
ー

０
０
４
４　

田
井
城
１
ー
３
ー
11
）・
Ｅ

メ
ー
ル（oubo@

kaw
achi.zaq.ne.jp

）・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
松
原
市
文
化
会
館「
演
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
係
へ
。
往
復
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

第
11
回　

　

  

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
DE
人
権

　
家
族
や
友
達
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が

ら
、
5
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で「
こ

と
ば
ス
タ
ン
プ
」
を
集
め
、
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
11
月
24
日
㉁　
午
後
0
時
30
分
〜

3
時
30
分（
受
け
付
け　
午
後
0
時
30
分
〜

3
時
） 

▼
と
こ
ろ　
大
仙
公
園
い
こ
い
の
広

場（
堺
市
）　
▼
備
考　

参
加
者
は
、
公
園

　平成6年4月2日〜平成7年4月1日に生まれた
人を対象に成人式を開催します。対象者には、
11月中旬（予定)に案内状を郵送します。
▶とき　平成27年1月12日㈷　午前10時〜（受
け付け　午前9時30分〜） 
▶ところ　松原市文化会館（田井城1丁目） 
▶内容　第一部「祝典」、第二部「新成人の集い」 
▶問合せ　地域教育課

松原市成人式

ス
テ
ー
ジ
タ
イ
ガ
ー
演
劇
公
演

「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
！
」

　
ダ
ン
ス
が
授
業
で
必
修
と
な
っ
た
中
学

校
。
独
学
で
ダ
ン
ス
を
教
え
る
体
育
教
師

た
ち
の
授
業
に
生
徒
た
ち
は
し
ら
け
き
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
、
た
っ
た
一
人
で

踊
り
続
け
る
変
わ
り
者「
ハ
ル
ナ
」。

　

彼
女
の
姿
に
心
を
打
た
れ
た
教
師
・
日

電
話
番
号
・
演
劇
経
験
の
有
無
・
簡
単
な

志
望
動
機
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問

合
せ　

松
原
市
文
化
会
館　

▼
主
催　

松

原
市　
㈶
松
原
市
文
化
情
報
振
興
事
業
団

内
に
あ
る
博
物
館
・
日
本
庭
園
・
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
を
全
部
集
め
た
子
ど
も

は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。 

▼
問
合
せ　
人
権
交
流
室　
堺
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局（
大
阪
法
務
局
堺

支
局
内　
☎
０
７
２・２
２
１・１
６
３
７
）

野
は
、
少
し
ず
つ
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
理

解
し
、
生
徒
た
ち
と
向
き
合
い
始
め
る
。

大
人
も
子
ど
も
も
、
本
気
で
ぶ
つ
か
る
青

春
ダ
ン
ス
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

▼
と
き　
平
成
27
年
１
月
25
日
㈰　

▼
開 

演　
午
後
４
時（
開
場　
午
後
3
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　
松
原
市
文
化
会
館　

▼
出
演

ス
テ
ー
ジ
タ
イ
ガ
ー
・
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｒ
33　
▼
申

込
み　
整
理
券
を
11
月
12
日
㈬
よ
り
、
い

き
が
い
学
習
課
・
松
原
市
文
化
会
館
・
ゆ

め
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
・
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ

ザ
で
配
布
。 

▼
問
合
せ　
松
原
市
文
化
会

館　

▼
主
催　

松
原
市　

㈶
松
原
市
文
化

情
報
振
興
事
業
団

晴
れ
着
の
着
付
け
教
室

　　
成
人
式
な
ど
に
向
け
て
晴
れ
着
の
着
付

け
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
11
月
26
日
・
12
月
3
日
・
10
日
・

17
日　
い
ず
れ
も
水
曜
日（
全
4
回
） 

午
後

7
時
〜
9
時　
▼
と
こ
ろ　
は
ー
と
ビ
ュ
ー

▼
対
象
・
定
員　
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
職
・
在
学
の
人
、
20
人　

▼
費
用　

受

講
料
２
０
０
０
円　

▼
持
ち
物　
各
自
の

着
物　

▼
申
込
み　
11
月
1
日
㈯
〜
18
日

㈫
必
着
で
、
来
所（
平
日　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
30
分
）・
は
が
き（
〒
５
８
０
ー

０
０
２
３　
南
新
町
２
ー
１
４
１
ー
１
）・

Ｅ
メ
ー
ル（heartview

@
city.m

atsuba
ra.osaka.jp

）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
ー
と
ビ
ュ
ー

へ
。
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
有

無
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
講
座
名
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
。 

▼
問
合
せ　
は
ー
と
ビ
ュ
ー

松
原
市
少
年
自
然
の
家

秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　

自
然
の
中
で
、
野
外
料
理
を
家
族
で
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
24
日
㉁　

※
雨
天
決
行　

▼
集
合　
午
前
8
時
45
分　

市
役
所
市
民

プ
ラ
ザ　

▼
解
散　

午
後
4
時　

市
役
所

市
民
プ
ラ
ザ　

▼
と
こ
ろ　
松
原
市
少
年

自
然
の
家「
ク
リ
エ
ー
ト
月
ヶ
瀬
」（
奈
良

市
） 

▼
内
容　
◎
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ

た
丸
ご
と
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン　

◎
竹
を

使
っ
て
焼
く
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン　

◎
ミ
ニ

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り　

▼
対
象
・

定
員　

市
内
在
住
の
家
族
、
5
組　

▼
費

用　
大
人（
高
校
生
以
上
） 

１
８
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
３
０
０
円
、
幼
児（
３
歳
〜

５
歳
）
１
０
０
０
円（
施
設
使
用
料
・
材
料

美
文
字
で
迎
え
る
年
末
年
始

　

筆
ペ
ン
で
楽
し
め
る
、
手
軽
で
実
用
的

な
書
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
コ
ー
ス
・
と
き
・
と
こ
ろ　
●
松
原
コ
ー

ス　
11
月
17
日
・
12
月
1
日
・
15
日　
い
ず

れ
も
月
曜
日（
全
3
回
）  

午
前
10
時
〜
正
午

松
原
公
民
館　

●
新
町
コ
ー
ス　

11
月
26

日
・
12
月
10
日
・
17
日　
い
ず
れ
も
水
曜
日

（
全
3
回
） 

午
前
10
時
〜
正
午　
新
町
公
民

館　
▼
定
員　
各
コ
ー
ス
先
着
20
人　
▼
費

用　
受
講
料
３
０
０
円
、
材
料
費
４
５
０
円 

（
い
ず
れ
も
全
3
回
分
） ▼
持
ち
物　
毛
筆
タ

イ
プ
の
筆
ペ
ン
、
墨
液　
▼
内
容　
◎
年
賀

状
の
書
き
方　

◎
毛
筆
で
飾
る
お
正
月
用

品（
祝
箸
袋
・
お
年
玉
袋
・
お
正
月
を
迎
え

る
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
な
ど
） 

▼
講
師　
坂

井
信
花
さ
ん（
ま
っ
ｃ
ｏ
ｍ
〈
生
涯
学
習
人

材
バ
ン
ク
〉） 

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
11
月

費
・
保
険
料
な
ど
） 

▼
申
込
み　
11
月
13

日
㈭
必
着
で
、
は
が
き(

〒
６
３
０
ー
２

３
０
５　
奈
良
市
月
ヶ
瀬
月
瀬
６
７
５)

・

Ｆ
Ａ
Ｘ（
薨
０
７
４
３
・
92
・
０
０
４
４
）

で
松
原
市
少
年
自
然
の
家
へ
。
は
が
き
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
は
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
。 

▼
問
合
せ　

松
原

市
少
年
自
然
の
家（
☎
０

７
４
３
・
92
・
０
０
４
１

火
曜
日
休
館
）

和
の
布
ク
ラ
フ
ト
入
門

　

や
わ
ら
か
で
手
に
な
じ
む
和
風
エ
コ

バ
ッ
グ
と
、
来
年
の
干
支「
ひ
つ
じ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ミ
ニ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
作

り
ま
す
。
初
心
者
も
楽
し
め
る
縫
い
物
で

暮
ら
し
を
彩
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き	

11
月
28
日　
午
後
2
時
〜
4
時
、

12
月
5
日
・
12
日
・
19
日　

午
前
10
時
〜

正
午　
い
ず
れ
も
金
曜
日（
全
4
回
） 

▼
と

こ
ろ　

松
原
公
民
館　

▼
定
員　

12
人　

▼
費
用　

受
講
料
４
０
０
円
、
材
料
費

２
３
０
０
円（
い
ず
れ
も
全
4
回
分
） 

▼
講

師　
高
橋
美
千
子
さ
ん（
ク
ラ
フ
ト
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）　
▼
持
ち
物　
縫
い
針
、
縫
い
糸
、

布
切
り
ハ
サ
ミ　

▼
申
込
み　
11
月
17
日

㈪
必
着
で
、
往
復
は
が
き（
〒
５
８
０
ー

０
０
４
４　
田
井
城
１
ー
３
ー
11
）・
来
館

（
火
曜
日
以
外　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
、

返
信
は
が
き
代
52
円
持
参
）・
Ｅ
メ
ー
ル

（m
atsubara-ko@

city.m
atsubara.

osaka.jp

）
で
松
原
公
民
館「
和
の
布
」
係

へ
。
往
復
は
が
き・Ｅ
メ
ー
ル
に
は
、
住
所・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

返
信
面
に
は
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
。 

▼
問
合
せ　
松
原
公
民
館

5
日
㈬
か
ら
、
電
話
で
松
原
コ
ー
ス
は
松

原
公
民
館（
火
曜
日
以
外　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
）、新
町
コ
ー
ス
は
新
町
公
民
館（
月

曜
・
祝
日
以
外　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

の「
美
文
字
」係
へ
。

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。
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松原公民館　☎336−2816
ふるさとぴあプラザ　☎336−6800

松原公民館　☎336−2816
市民体育館　☎337−0270

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

　年齢を重ねると気がかりなことも増えてきます。将来を安
心してより豊かに心強く生きていくために「わたしノート」を
作ってみませんか。終活を始めるのに早い遅いはありません。
▶とき　12月1日・8日・平成27年1月26日・2月2日・9日・
23日いずれも月曜日（全6回） 午後1時30分～ 3時30分　▶と
ころ　松原公民館　▶講師　城恵子さん（産業カウンセラー） 
▶定員　先着16人　▶費用　受講料600円、材料費150円
前後（いずれも全6回分） 

　NHKで放送されている「みんなの体操」を知っていますか？
だれにでも安全におこなえる体操です。一つ一つの動きを確
認しながら、無理なく続けられる体操を覚えてみましょう。
▶とき　11月26日㈬　午後2時～午後3時30分　▶ところ
松原図書館2階　▶講師　林千恵美さん（ラジオ体操指導員） 
▶定員　先着40人

　石に文字などを彫って、書道や書画・年賀状などにも使え
る印を作ってみませんか。好みの字体で２つの印を彫ります。
道具はお借しします。
▶とき　11月27日・12月4日　いずれも木曜日（全2回） 午
後1時30分～ 4時　▶ところ　松原公民館　▶講師　富山光
子さん(まっ com〈生涯学習人材バンク〉) ▶定員　先着10人
▶費用　受講料200円、材料費1100円(いずれも全2回分)

▶申込み　①「みんなの体操」は11月6日㈭から、②「てんこ
く」・③「終活」は11月7日㈮から、電話で松原公民館（火曜日
以外　午前9時〜午後5時）へ。 ▶問合せ　松原公民館

公民館　冬の学び講座

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

①みんなでしよう「みんなの体操」

②篆刻(てんこく)をしてみよう（2回連続講座）

③こころの整理からはじめよう
～明日のための終活講座～

美
し
い
日
本
語　
話
し
方
講
座

　
美
し
い
日
本
語
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

言
葉
の
表
現
力
に
表
情
や
声
、
立
ち
居
振

る
舞
い
を
プ
ラ
ス
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
り
豊
か
に
魅
力
的
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

11
月
26
日
、
12
月
３
日
、
10
日

い
ず
れ
も
水
曜
日（
全
３
回
） 

午
前
10
時
～

正
午　
▼
と
こ
ろ　
松
原
公
民
館（
田
井
城

1
丁
目
）　

▼
講
師　

佐
々
木
優
水
さ
ん

(

話
し
方
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
師) 
▼
定

員　

20
人　

▼
費
用　

受
講
料
３
０
０
円

（
全
3
回
分
） 

▼
保
育　
１
歳
６
カ
月
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
、
５
人
、
一
人
３
０
０

秋
こ
う
み
ん
か
ん
に
行
こ
う
Ｄ
ａ
ｙ

小
・
中
学
生
の
お
菓
子
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

  （
３
回
連
続
講
座
）

　
食
べ
慣
れ
た
お
や
つ
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た

コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
う
と
素
敵
な
手
作
り

お
や
つ
に
な
り
ま
す
。
手
に
入
れ
や
す
い
材

料
を
使
う
の
で
、
お
う
ち
で
も
作
れ
ま
す
。

お
や
つ
づ
く
り
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容　
①
11
月
22
日「
ド
ロ
ッ
プ

ク
ッ
キ
ー
」　
②
11
月
29
日「
マ
フ
ィ
ン
」　

③
12
月
６
日「
パ
ン
ケ
ー
キ
」　
い
ず
れ
も

土
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時　

▼
と
こ
ろ

三
宅
公
民
館　

▼
講
師　
吉
田
麻
未
さ
ん

（
ま
っ
ｃ
ｏ
ｍ〈
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
〉）

▼
対
象
・
定
員　
小
学
４
年
生
～
中
学
生
、

各
回
12
人（
３
回
連
続
申
し
込
み
の
人
を
優

先
。
１
回
か
ら
の
申
し
込
み
も
可
。） 

▼
費

用　
参
加
費
１
０
０
円
、
材
料
費
３
０
０

円（
い
ず
れ
も
１
回
分
） 

▼
申
込
み　
11
月

13
日
㈭
必
着
で
、往
復
は
が
き（
〒
５
８
０
ー

０
０
４
４　

 

田
井
城
１
ー
３
ー
11
）・
来
館

（
火
曜
日
以
外　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
、

返
信
用
は
が
き
代
52
円
を
持
参
）・
Ｅ
メ
ー

ル（m
atsubara-ko@

city.m
atsubara.

osaka.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
松
原
公
民
館

「
お
菓
子
」
係
へ
。
往
復
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
は
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
学
年
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
日
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
申
し

込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
。 

▼
問
合

せ　
松
原
公
民
館

昭
和
30
年
前
後
の
写
真
な
ど
募
集

　
平
成
27
年
2
月
1
日
で
松
原
市
が
誕
生

し
て
60
年
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

松
原
市
民
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
郷
土
資

料
館
で
は
、
特
別
展「
松
原
市
誕
生
」
を
開

催
し
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
現
在
の
松
原

市
域
の
昭
和
30
年
前
後
の
風
景
や
町
村
役

場
な
ど
の
写
真
や
映
像
、
記
念
式
典
の
資
料

な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
こ
の
よ

う
な
資
料
を
お
持
ち
の
人
が
い
ま
し
た
ら

ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
ふ
る
さ
と
ぴ
あ

プ
ラ
ザ

第
5
回　
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

天
王
寺
7
坂
と

大
阪
の
陣
跡
を
巡
り
適
塾
へ

▼
と
き　

11
月
23
日
㈰　

※
小
雨
決
行
、

雨
天
の
場
合
は
11
月
30
日
㈰　

▼
集
合

午
前
8
時
10
分　

近
鉄
河
内
松
原
駅
前

南
広
場　

▼
解
散　

午
後
4
時
前
後　

近
鉄
阿
部
野
橋
駅
前　
▼
コ
ー
ス　
近
鉄

河
内
松
原
駅
ー
近
鉄
阿
部
野
橋
駅
〜
一
心

寺
〜
逢お

う
さ
か坂
～
安
居
神
社
～
天
神
坂
～
清
水

寺
～
清
水
坂
～
愛
染
坂
～
愛
染
堂
～
口
縄

坂
～
松
屋
町
筋
～
源

　
げ
ん
し
ょ
う聖
寺
坂
～
生い
く
た
ま

国
魂

神
社
～
真
言
坂
～
高
津
宮
～
真
田
山
公
園
～

三
光
神
社（
真
田
丸
）
～
玉
造
稲
荷
神
社 

～

大
阪
城
公
園
～
大
手
前
～
高
麗
橋
～
適
塾
～

地
下
鉄
御
堂
筋
線
淀
屋
橋
駅
ー
近
鉄
阿
部

野
橋
駅（
解
散
）
ー
河
内
松
原
駅（
約
11
・

５
㎞
） ▼
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
の
人
、
先
着
１
５
０
人　
※
小
学
生
以

下
は
要
保
護
者
同
伴　

▼
費
用　
参
加
費

大
人
９
０
０
円
、
子
ど
も（
小
学
生
以
下
）

４
０
０
円（
交
通
費・入
館
料・保
険
料
含
む
） 

▼
申
込
み　
11
月
14
日
㈮
か
ら
、
午
後
5
時

30
分
〜
7
時（
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
は
午

前
9
時
〜
正
午
も
受
け
付
け
）
に
参
加
費
を

持
っ
て
体
育
協
会
事
務
局（
市
民
体
育
館
内
）

へ
。 

▼
問
合
せ　
松
原
市
体
育
協
会（
☎
３

３
０・８
３
７
０
）

円（
全
３
回
分
） 

▼
申
込
み　
11
月
17
日
㈪

必
着
で
、
往
復
は
が
き（
〒
５
８
０
ー

０
０
４
４　
田
井
城
１
ー
３
ー
11
）・
来
館

（
火
曜
日
以
外　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
、

返
信
用
は
が
き
代
52
円
持
参
）・
Ｅ
メ
ー
ル

（m
atsubara-ko@

city.m
atsubara.

osaka.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、
松
原
公
民
館

「
話
し
方
」
係
へ
。
往
復
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
は
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
・
簡
単
な
受
講
動
機
を
、
往
復

は
が
き
の
返
信
面
に
は
住
所
・
氏
名
を
、

保
育
希
望
の
人
は
子
ど
も
の
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
問
合
せ　
松
原
公
民
館（
火
曜
日
休
館
）

　ワンコイン（500円）で、レッスンを
体験できます。
▶とき・対象　11月1日～ 12月27日
の毎週土曜日（ 11月8日を除く） 午後2
時～ 3時（4・5歳）、午後3時30分～ 4
時30分（小学1 ～ 3年生） 
▶ところ　市民体育館（田井城3丁目）
▶費用　4500円（全8回〈2カ月〉）

◎ピラティス
▶とき　11月24日㉁　午前10時～ 11時
▶費用　500円

◎「はがき絵」
　はがきやミニ色紙、しおりなどに四
季折々の風物詩を描いてみませんか。
▶とき・ところ　11月11日㈫　午前
10時～ 11時30分　市民道夢館、午後
1時～ 2時30分　市民体育館
▶費用　800円（材料費別）
◎「筆ペン・ボールペン字」
　筆ペンやボールペンを使って字の練
習をします。日常で字を使うあらゆる
場面で役立ちます。
▶とき・ところ　11月25日㈫　午前
10時～ 11時30分　市民道夢館、午後
1時～ 2時30分　市民体育館　
▶費用　800円（材料費別） 
▶持ち物　筆ペンもしくはボールペン

◎ボディスキャン
　機械に乗るだけで筋肉量・骨量・基礎
代謝量などが測定できます。測定結果を
プリントアウトし、お渡しします。
▶とき　11月13日㈭～ 20日㈭（18日㈫
を除く） 午前10時～午後10時の間で、
一人15分　※予約が必要です。 ▶費
用　300円
◎各種教室
▶とき　○ピラティス　11月16日・
30日㈰　午前10時～ 11時　○チュー
ブ・ダンベルトレーニング　11月23日
㈰　午前10時〜 11時　○青竹踏み＆
ダンベル体操　11月20日㈭　午前10
時45分～ 11時45分　
▶費用　500円

各種教室・イベントのお知らせ
子ども体操教室カルチャー体験レッスン イベント（市民体育館）

イベント（市民道夢館）

　卓球（初心者）・ダンス・太極拳・健
康体操・ヨガなど数多く取り揃え、好
評開催中です。ワンコイン（500円）で、
レッスンを体験できます。体育館・道
夢館の各受付にて申し込みできます。
開催日時・内容・対象年齢・持ち物な
ど詳しくはお問い合わせください。 
▶費用　6000 〜 8000円（全10回〈 3
カ月〉）

その他、有料教室

▶申込み・問合せ　市民体育館(第3火曜日休館)

市民体育館・市民道夢館指定管理者コナミスポーツ＆ライフ主催

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。
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　「大往生」「終活」という言葉が妙に気になりだした。思え
ば人生はあっという間。花に嵐のたとえもある、というで
はないか。自分仕舞いを予習するのに、この本はうってつ
け。なにより「よりよく生きる」ために。

　「ナウ・ローディング」ただ今、データ読み込み中。それ
はまるで、人生の「青春時代」のようだ。データを読み込む
だけで始まっていない青春は、どうして危うくて切ないの
だろう。全編にちりばめられた「ゲーム」が今を映し出す。

　「死角をなくせ」「ひとりにならない場所を歩け」わかって
はいても万全ではないことに、気づくことが安全の第一歩。
全国で安全に関する講演を行う著者が、危険から身を守る
簡単なコツを伝授する。

　ある夫婦の家に子猫が迷い込んできました。夫婦は子猫にチーコと名前をつ
け、こどものように大切に育てました。ある日、森でチーコは二人とはぐれて
しまいました。チーコがふたりにくれた宝物とは・・・心温まる優しい絵本です。 
※電子書籍の利用については事前登録の手続きが必要です。

「病院でも家でも満足して大往生する101のコツ」
長尾和宏（著）朝日新聞出版

「ナウ・ローディング」
詠坂雄二（著）光文社

「SELF DEFENSE 「逃げるが勝ち」が身を守る」
武田信彦（著）講談社

「チーコのくれた宝物」（電子書籍）
江口みつおき（文・絵）　Megumi Powell（英訳）銀の鈴社

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

松原図書館　☎334−8060　薨330−1475　新町図書館　☎332−0063　恵我図書館　☎333−2020
天美西図書館　☎330−0551　三宅図書館　☎332−8560　天美図書館　☎336−7300

情報ライブラリー　☎335−4000　松原南図書館　☎332−0373松原図書館　☎334−8060

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334−1550
費用・対象の記載がないものは無料・誰でも可

第
12
回

「
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展
」

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
楽
し
め
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

（
入
場
無
料
）。

▼
と
き　

11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
5
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　
国

際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ・ア
イ
、

泉
北
高
速
鉄
道「
泉
ヶ
丘
」
駅
下
車　

約

２
０
０
ｍ
） 

▼
内
容　
●
松
本
ハ
ウ
ス
さ
ん

（
お
笑
い
コ
ン
ビ
、「
統
合
失
調
症
が
や
っ
て

き
た
」著
者
）に
よ
る
コ
ン
ト
＆
ト
ー
ク（
15

み
な
み
か
わ
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

第
２
回　
「
楠
木
正
成
ゆ
か
り
の
地

か
ら
初
冬
の
古
墳
公
園
を
巡
る
」

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
今
な
お
残
る
歴
史
を

テ
ー
マ
に
、
古
墳
・
社
寺
・
文
化
遺
産
な
ど

を
訪
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
７
日
㈰　

※
雨
天
決
行
、

荒
天
中
止　

▼
集
合
・
受
付　

大
地
の
里

友
邦（
南
海
高
野
線「
千
早
口
」駅
下
車　
徒

歩
約
１
分
） 

午
前
９
時
30
分
〜
10
時　
▼
費

用　
参
加
費
無
料
、
拝
観
料
な
ど
は
自
己

負
担　

▼
コ
ー
ス　
南
海
高
野
線
千
早
口

駅
⋮
大
地
の
里　
友
邦（
ス
タ
ー
ト
）
〜
薬

師
寺
〜
延
命
寺
〜
観
心
寺
〜
楠な

ん
ぴ
あ
ん
か
ん
の
ん

妣
庵
観
音

寺
〜
赤
坂
城じ

ょ
う
し跡
眺ち
ょ
う
ぼ
う望
学
習
公
園
〜
馬
場
地

蔵
〜
鴨か

も
な
ら
い
た

習
太
神
社
〜
寛か

ん
こ
う弘

寺
古
墳
公
園
〜

Ｊ
Ａ
大
阪
南
本
店（
ゴ
ー
ル
）
⋮
近
鉄
川
西

駅（
約
14
㎞
） ▼
特
典
：
参
加
賞（
参
加
者
の

中
か
ら
抽
選
）、
完
歩
賞（
シ
リ
ー
ズ
全
３

回
を
完
歩
し
た
人
全
員
） 

▼
問
合
せ　
華
や

い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協

議
会
事
務
局（
河
南
町
ま
ち
創
造
部
環
境
・

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内　

☎
０
７
２
１
・

93
・
２
５
０
０
）

第
12
回　
認
知
症
高
齢
者
と
介
護

者
を
支
援
す
る
た
め
の
ク
リ
ス
マ

ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

混
声
合
唱
曲
や
童
謡
メ
ド
レ
ー
、
宮
川

泰ひ
ろ
しさ
ん（
富
田
林
高
校
第
１
期
生
）
作
曲
の

な
つ
か
し
い
曲
、
さ
ら
に
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、

ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
、
聴
き
ご
た
え
の
あ
る

内
容
の
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。

　

師
走
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、
心
地
よ

い
音
楽
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
12
月
14
日
㈰　

午
後
2
時
〜
3

時
30
分（
開
場　
午
後
1
時
30
分
） 

▼
と
こ

ろ　
松
原
市
文
化
会
館　
▼
出
演
者　
◎
指

揮　

家い
え
し
ま島
健た
け
しさ
ん　

◎
合
唱　

富
田
林
高

校
Ｏ
Ｂ　

も
も
せ
合
唱
団　

▼
費
用　

入

場
料
１
０
０
０
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場

所　
松
原
市
文
化
会
館
・
ゆ
め
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
・
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
・
デ
イ
ハ

ウ
ス
松
原「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」 

▼
主
催
・
問
合

せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
支
援
の
会　

松
原

フ
ァ
ミ
リ
ー
（
☎
３
３
２・３
１
２
０
） 

▼
後

援　
松
原
市　

(福)
松
原
市
社
会
福
祉
協
議

会　
㈶
松
原
市
文
化
情
報
振
興
事
業
団

図
書
館
各
館
の
行
事

（
11
月
11
日
～
12
月
10
日
）

　
▼
と
こ
ろ
・
と
き
・
内
容　

○
新
町
図
書

館　

11
月
12
日
㈬　

午
後
3
時
30
分　

な

か
よ
し
タ
イ
ム(

お
は
な
し
会) 

○
恵
我
図

書
館　

11
月
13
日
㈭　

午
前
11
時　

お
は

な
し
と
手
作
り
会　

○
松
原
図
書
館　

11

月
15
日
㈯　

午
前
11
時　

お
は
な
し
会　

○
天
美
西
図
書
館　

11
月
15
日
㈯　

午
後

１
時　

手
作
り
会　

○
三
宅
図
書
館　

11

月
19
日
㈬　

午
後
2
時　

お
は
な
し
と
手

作
り
会　

○
天
美
図
書
館　

11
月
19
日
㈬

午
後
4
時　

お
は
な
し
会
、
11
月
21
日
㈮

午
後
2
時　

手
作
り
会　

○
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー　

11
月
30
日
㈰　

午
後
2
時　

や

ま
び
こ(
お
は
な
し
会)

、
12
月
9
日
㈫　
午

後
3
時　

冬
の
こ
ど
も
お
た
の
し
み
会　

○
松
原
南
図
書
館　
12
月
10
日
㈬　
午
後
3

時　
冬
の
こ
ど
も
お
た
の
し
み
会　
▼
問
合

せ　
各
図
書
館

え
ほ
ん
の
ゆ
り
か
ご

　　

図
書
館
で
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を

楽
し
む
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お

す
す
め
の
絵
本
の
紹
介
や
楽
し
み
方
な
ど
、

絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
と
き　
毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　
▼
と
こ
ろ　
松
原
図
書
館　
▼
対

象　
0
〜
3
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
申
し
込
み
不
要　

▼
問
合
せ　
松
原
図

書
館

あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　　

親
子
で
絵
本
を
楽
し
み
、
わ
ら
べ
う
た

で
遊
ん
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

▼
と
き　

11
月
13
日
㈭
・
12
月
11
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜
、
10
時
50
分
〜
、
11
時

10
分
〜
（
受
け
付
け　
午
前
10
時
〜
11
時
） 

▼
と
こ
ろ　

松
原
図
書
館　

▼
対
象
・
定

員　
0
〜
3
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、

各
回
12
組　

▼
問
合
せ

松
原
図
書
館

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

健
康

福
祉

環
境

人
権

上
下
水
道

子
育
て

相
談

消
費
生
活

教
育

税 安
全

ま
ち
づ
く
り

保
険
・
年
金

労
働

募
集

そ
の
他

第
58
回　
南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会

▼
と
き　
平
成
27
年
2
月
1
日
㈰　

午
前

8
時
〜　

▼
と
こ
ろ　
Ｐ
Ｌ
教
団
本
庁
内

コ
ー
ス（
富
田
林
市
） 

▼
対
象　
南
河
内
地

区
に
在
住
・
在
職
・
在
学
の
中
学
生
以
上

の
人　
▼
費
用　
1
チ
ー
ム（
6
人
） 

４
０

０
０
円　

▼
申
込
み　
11
月
4
日
㈫
〜
28

日
㈮
に
参
加
費
を
持
っ
て
い
き
が
い
学
習

課
へ
。 

※
詳
細
は
電
話
な
ど
で
い
き
が
い

学
習
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ　
い
き
が
い
学

習
課　

▼
主
催　
南
河
内
地
区
社
会
教
育

振
興
協
議
会

親
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
う
た

　
～
み
ん
な
で
う
た
っ
て
あ
・
そ
・
ぼ
～

　
わ
ら
べ
う
た
を
う
た
い
な
が
ら
親
子
で

し
っ
か
り
く
っ
つ
い
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　
11
月
28
日
㈮　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

▼
対
象
・
定
員　

１
歳
以
上

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、
先
着
25
組　

▼
申
込
み　
11
月
7
日
㈮
か
ら
来
館
ま
た

は
電
話
で
各
図
書
館
へ　

▼
問
合
せ　
松

原
図
書
館

▶とき　11月21日㈮・平成27年1月13日㈫・3月17日㈫
午後1時〜 2時30分　
▶ところ　松原図書館2階（田井城１丁目） 
▶講師　岩井宏子さん(龍谷大学仏教文化研究所　文学博士) 
▶申込み　新規の人のみ（平成26年4月・5月に受講した
人は申し込み不要）、往復はがき（〒580−0044　田井城
1−2−23）・Eメール（matsulib@city.matsubara.osaka.
jp）・FAXで、松原図書館「古典文学講座」係、または来館
で各図書館へ。往復はがき・Eメール・FAXには、参加者

の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・新規か継続かを、往
復はがきの返信面には住所・氏名を、Eメール・FAXの件
名には「古典文学講座申込み」と記入してください。 
※初めて参加する人にはテキストを用意します。副読本

（『常用源氏物語要覧』武蔵野書院）は各自書店にてご購入く
ださい。継続受講の人は、すでにお持ちのものをご持参く
ださい。電話での申し込みはできません。 
▶問合せ　松原図書館

後期　古典文学講座 「源氏物語」蓬生の巻を読む

日
） 

●
大
阪
府
障
が
い
者
芸
術
・
文
化
コ
ン

テ
ス
ト（
16
日
） ※
サ
キ
タ
ハ
ヂ
メ
さ
ん（
の

こ
ぎ
り
演
奏
家
）
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
ま
す
。 

●
大
抽
選
会　

な
ど　

▼
問
合
せ　

大
阪

府
障
が
い
福
祉
室（
☎
06
・
６
９
4
１・０
３

５
１　
内
線
６
２
７
１
）

広 告 募 集 中
広報まつばらには、広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、
広告代理店 合同会社 IM総合企画（☎ 072－ 242－ 7997）へ。
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給
食
の
び
っ
く
り
！

食
缶
に
入
れ
て
学
校
に
届
け
る
の
で
、

盛
り
付
け
る
量
の
調
整
や
お
か
わ
り

も
で
き
ま
す
。

〈
Ｅ
〉
温
か
い
も
の
を
提
供
す
る
た
め

に
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

〈
S
〉
調
理
し
た
給
食
は
、
子
ど
も
た

ち
の
口
に
入
る
ま
で
を
２
時
間
以
内
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
は
保
温
食
缶
で
、
温
度

が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
使
わ
れ
て
い
る
道
具
を
見
学

す
る
え
え
と
こ
発
見
隊
。
想
像
以
上

の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
！
！

〈
S
〉
こ
こ
に
は
大
き
い
釡
が
全
部
で

12
個
あ
り
ま
す
。
１
番
大
き
い
釡
は
、

子
ど
も
た
ち
が
約
20
人
入
れ
る
程
の

大
き
さ
で
す
。

〈
Ｅ
〉
１
日
何
食
の
給
食
が
作
ら
れ
て
い

る
の
で
す
か
？

〈
S
〉
6
4
0
0
食
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
子

ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
給
食
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
後
、
こ
の
日
の
小
学
校
給
食
を
試

食
し
、
日
々
の
食
生
活
を
改
め
直
し
た
え

え
と
こ
発
見
隊
。

　
皆
さ
ん
も
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

安
心
・
安
全
な
給
食
の
た
め
に

問合せ　秘書広報課  （☎334－1550）

レ
ベ
ル
の
高
い
中
の
話
な
ん
で
す
。
そ
し
て

非
汚
染
作
業
区
域
は
更
に
高
い
衛
生
管
理

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
つ
の
区
域
は
ガ
ラ
ス
や
壁
で
仕
切
ら

れ
、
人
は
自
由
に
移
動
で
き
ま
せ
ん
。
作
業

区
域
間
を
移
動
す
る
時
は
、
一
度
準
備
室
に

出
て
、
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
り
、
改
め

て
手
を
洗
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
て
の
調
理
機
器
は
、

床
に
水
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
水
溜
り
が
で
き
て

菌
が
繁
殖
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　
衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
食
材
の
流
れ

方
に
も
あ
り
ま
す
。
食
材
は
、
搬
入
さ
れ
、

調
理
さ
れ
、
配
送
口
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

ま
れ
る
ま
で
、
調
理
室
内
を
一
方
通
行
で
進

み
ま
す
。
食
材
同
士
が
調
理
過
程
で
接
触
し

な
い
よ
う
に
、
逆
行
し
た
り
食
材
の
動
線

　
　
が
交
差
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　〈
Ｅ
〉
給
食
を
作
る
に
あ
た
っ
て
何

　
　
　
か
工
夫
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　〈
S
〉
毎
日
の
給
食
は
、
栄
養
士

　
　
　
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
摂
取
カ
ロ

　
　
　
リ
ー
を
踏
ま
え
て
献
立
を
考
え
、

　
　
　
そ
れ
を
調
理
員
が
心
を
込
め
て
調

　
　
　
理
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に    

　
　    

好
き
嫌
い
な
く
美
味
し
く
食
べ

　
　   

て
も
ら
え
る
よ
う
、給
食
に
は
小

　
　   

さ
な
工
夫
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　〈
Ｅ
〉
子
ど
も
に
よ
っ
て
食
べ
る

量
が
違
う
の
で
は
？

〈
S
〉
ク
ラ
ス
内
で
は
、
た
く
さ
ん

食
べ
る
子
や
そ
う
で
は
な
い

子
も
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
の
人
数
分
を

河合 5－238　☎072－333－7060

　
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
松
原
の
魅
力
を

阪
南
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

神
尾
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
と
探
索
・
お
伝
え
す
る

「
松
原
え
え
と
こ
発
見
隊
」。

　
今
回
は
、「
松
原
市
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

〈
坂
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
以
下

S
）〉
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
24
年

３
月
に
完
成
、
翌
４
月
か
ら
市
立
の
小
学

校
全
15
校
の
児
童
が
食
べ
る
給
食
を
作
っ

て
お
り
、
特
に
衛
生
管
理
面
が
充
実
し
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
調
理

室
は
大
き
く
汚
染
作
業
区
域
と
非
汚
染
作

業
区
域
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
え
え
と
こ
発
見
隊
（
以
下
Ｅ
）〉
汚
染
？

〈
S
〉
汚
染
と
言
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す

が
心
配
は
い
ら
な
い
で
す
よ
。

　
外
部
か
ら
運
ば
れ
て
来
た
食
材
を
洗
浄

す
る
汚
染
作
業
区
域
、
十
分
に
洗
浄
さ
れ
た

食
材
を
調
理
す
る
非
汚
染
作
業
区
域
、
と
い

う
名
前
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
汚
染
作
業
区
域
と
い
っ
て
も
、
汚
れ
て
い

る
区
域
と
言
う
意
味
で
は
な
く
、
清
潔
な
服

や
帽
子
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
を
十
分
に

消
毒
し
な
け
れ
ば
、
入

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

月
２
回
の
検
便
検
査
も

必
要
で
す
し
、
と
て
も

　
　
が
交
差
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　〈

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　   

　
　
　〈
Ｅ
〉

河合 5－238　☎072－333－7060

みんなの広場 このコーナーは、文化・スポーツ・ボランティアなどの分野で、市内で活躍
する団体などの情報を紹介します。お問合せは、各問い合わせ先まで。

■…参加費無料　●…参加費有料
◎対象のないものはどなたでも参加・申し込み可　◎「ところ」は変更される場合があります　
〈時〉とき 〈所〉ところ 〈内〉内容  〈￥〉費用 〈対〉対象 〈定〉定員 〈申〉申し込み 〈備〉備考 〈主〉主催 〈問〉問い合わせ

■老人福祉センター陶芸OB会　第5回作品展
〈時〉11月17日㈪〜 21日㈮　午前9時〜午後5時　
〈所〉市役所市民ロビー　〈内〉120点余りの作品を
展示　〈主〉老人福祉センター陶芸OB会　〈問〉浅田
☎330−5071

■民踊無料体験
〈時〉11月22・29日㈯　午後2時〜 4時　〈所〉天美
公民館　〈備〉洋服で参加可　〈主〉加祥会　〈問〉山下
☎333−7181

■第13回　中国映画鑑賞会
〈時〉11月23日㈰　午後1時〜　〈所〉松原図書館2階
〈内〉①中国映画上映「豫菜皇后(河南料理クイーン)」
(上映時間90分) ②展示会「写真パネル展示」、「家庭菜
園など」 〈主〉松原市日中友好協会　〈問〉牛浜☎332−
6188

( 財 ) 松原市文化情報振興事業団

［お問い合わせおよびチケット販売場所］
文：文化会館（336-5755） 毎火曜日（祝日を
除く）休館　ゆ：ゆめニティプラザ（334-
2111） 第2･4水曜日休館　ふ：ふるさとぴ
あプラザ（336-6800） 毎月曜日（祝日を除

く）休館   友の会予約専用（334-2015）火曜
日休止　オ：オレンジハウス・ナッティー
女：松原女子学園　ロ：ローソンチケット（友
の会の扱いはできません） イ：イープラス
（友の会の扱いはできません） 

11月21日㈮　午後2時　ふるさとぴあプラザ
参加費：3,500円（講習料・材料費込み）
持ち物：参加費・タオル・汚れてもよい服装・
みそ（約4kg）を持ちかえる容器
申込み：電話でふるさとぴあプラザへ
※キャンセル不可。申し込み時に赤みそか白みそか選択。

12月23日㈷　午後6時
ゆめニティプラザ　全席自由

出演：谷口敦子（ピアノ）、谷
口賢記（チェロ）
前売り：一般2,000円（友の会
1,800円）、高校生以下1,500
円（友の会1,300円）
※当日券は各500円増し

（販）文　ゆ　ふ　オ　女

クリスマスサロンコンサート

（谷口敦子）

手作り工房・みそづくり教室
ふるさとぴあプラザ生涯学習プログラム

催し

■第34回　松原子どもまつり・文化祭
〈時〉11月24日㉁　午前9時30分〜正午　〈所〉松原
市文化会館　〈内〉◎ステージ（けん玉、太鼓、うた、
民舞など） ◎手づくり・遊びコーナー・バザーなど

〈主〉第34回　松原子どもまつり実行委員会　〈問〉水本
☎336−1893

●国際交流ハイキング（飛鳥・甘樫丘方面）
〈時〉11月30日㈰　集合：午前9時、河内松原駅交番
前　〈￥〉参加費　大人500円、子ども250円(保険料
込み) 〈備〉雨天中止。昼食・飲み物は各自お持ちく
ださい。 〈申〉11月10日㈪までに申し込み。 〈主〉国
際交流「カリメラの会」 〈問〉山本☎331−6972

11月29日㈯　午後5時
松原市文化会館　全席指定

前売り：一般2,800円（友の会2,500円）
※当日券は各300円増し

（販）文　ゆ　ふ　オ　女　イ
　　ロ（Lコード：53663）

花＊花　アコースティックコンサート2014

(花＊花)

（谷口賢記）

11月22日㈯　午後2時
松原市文化会館　全席自由

出演：吉岡克典（バイオリン）、
村上慈（バイオリン）、糸川麗子（ビオラ）、荒木雅美（チェロ）、
吉岡麻梨（ピアノ）、新井宗平（司会・パーカッション）
前売り：一般1,500円、ペア1,500円、小学生以下500円（友
の会会員は各10％引き） ※当日券は各200円増し、3歳以
下無料（ただし、席が必要な場合は有料）、
(販)文　ゆ　ふ　オ　女　ロ(Lコード：59223）

0歳から入れる親と子のコンサート 
大阪交響楽団オリジナル企画

（大阪交響楽団）

ゆめニティプラザ

■第34回　松原子どもまつり・文化祭



力いっぱい頑張りました
　「第31回松原市民大運動会」が市民運動広場で行わ

れ、小学校区ごとにチームとなり、たくさんの参加

者で賑わいました。この日は10月にしては暑いくら

いの良い天気で、参加者らは綱引きや玉入れ、リレー

などを楽しみました。（10月19日）

敬老の日を地域でお祝い
　敬老の日の後に、地域の皆さんで楽しめるイベン

ト「第4回敬老演芸会」が阿保地区福祉委員会の主催

で阿保公民館にて行われました。地域の活性化やふ

れあいの場になるように行われたもので、落語、講談、

腹話術などが披露されました。（9月21日）

優秀な成績を収めた皆さん（順不同）

図書館まつりを満喫しました　
　毎年恒例となっているイベント「第38回図書館ま

つり」が松原図書館で行われました。パネルシアター、

大型絵本、人形劇などが市民グループにより行われ、

たくさんの子どもたちが集まり、会場は笑顔につつ

まれていました。（10月18日）

大出竜輝さん
（松原第四中2年生）

「JOCジュニアオリンピッ
クカップ第33回全日本
ジュニアバドミントン選
手権大会」出場

写真左　岡村龍樹さん（松原第二中2年生）
写真右　山本光翼さん（松原第三中3年生）

「adidas CUP 2014 第29回日本クラブユース
サッカー選手権（U－15）大会」出場

手作りおもちゃで楽しいひととき
　市民体育館で「第6回ちびっこひろば」が松原市民

生委員児童委員協議会の主催で行われました。

　各地区の民生委員児童委員による出し物がたくさ

ん行われ、魚釣りゲーム、わなげ、つみきあそびなど、

子どもたちが楽しんでいました。（10月18日）

上田啓太さん
（生野高等学校3年生）

「第30回日本ジュニア陸上
競技選手権大会」ほか出場

田中拓海さん
（松原第六中3年生）

「JOCジュニアオリンピッ
クカップ第28回全国都道
府県対抗中学バレーボー
ル大会」出場

村竹崇行さん
「2014世界ショートトラック
スピードスケート選手権
大会」ほか出場

津田萌咲さん
（松原中2年生）

「第37回全国JOCジュニア
オリンピックカップ夏季
水泳競技大会」出場

地域がつながるきっかけに
　池内第13町会主催で焼きそばなどを地域の皆さん

に振る舞うイベントが行われました。これは地域の

つながりを深めるきっかけにしようと企画されたも

ので、小さい子どもから元希者の皆さんまで、楽し

いひとときを過ごしました。（10月12日）

人命救助をした皆さんを表彰
　9月7日に松原北小学校で行われたソフトボール大会

で、70歳の男性が心肺停止状態に陥り、スポーツ振興

会の皆さんや松原北小学校の校長・教頭、市議会議員

らが協力して心肺蘇生法やAEDを使用し、傷病者を救命

することができました。消防本部はこの行動をたたえ、

スポーツ振興会の皆さんを表彰しました。（10月15日）

もしもの時に備えて
　安心・安全なまちづくりに貢献するために適切な

応急手当を学ぼうと、市議会議員を対象に市役所で

救命講習が行われました。この取り組みは市議会か

らの要請で消防本部が実施したものです。（10月7日）



　このコーナーは、市民の皆さんのいろいろな写真を掲載するコーナーです。
　地域やサークルでの活動写真や自然や風景の写真、子どもから元希者などの人
物の写真、自分で制作した絵画や工作などの写真など、広報紙に掲載したい写真
を募集します（携帯電話による写真でも画像サイズの大きいものならOK）。皆さ
んのご投稿をお待ちしています。 　 ▶問合せ　秘書広報課

「花壇を作りました」 
　　　　  山口兼明さん〈案内役〉（立部）
　立部団地の5棟の周りには、きれいな
花壇があります。これは、いきいきサ
ロンの部員が丹精込めて作りあげたも
のです。

「アカバナユウゲショウ」       
　　　　　　　    西岡宏一さん（立部）
　駐車場で見つけました。辞書で調べて
みると「アカバナユウゲショウ」といい、
淡紅色の花が夕方に開くことが名前の由
来。白い花は珍しいとのことです。

【送付先】　郵便：〒580－8501　松原市役所市長公室秘書広報課　Eメール：koho@city.matsubara.osaka.jp　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報まつばら「なんでもぎゃらりぃ」係宛

「の～ぽネギボーズ」 
　　        　松井安治良さん（小川）
　玉葱が 1m45cm までどんどん伸
びました。スタイルも抜群です。畑
は、カエルやトカゲ、ミミズやヤモ
リなど自然がいっぱいです。

▶投稿方法　郵送の場合は写真の裏面か別紙、Eメールの場合はメール本文に必ず次
の事項を書いて（記載のないものは掲載しない場合あり）、秘書広報課広報係までお
送りください。  ▶記載事項　写真のタイトル・説明（100 字以内）・住所・氏名・電
話番号・Ｅメールアドレス　※人物の場合は必ず掲載の承諾を得てください。  制作し
た作品自体は送らないでください。  住所（地区名）と氏名を掲載します（匿名不可）。

秘書広報課では、平成27年 2月の市制施行60周年に合わ
せて、広報まつばらの表紙に掲載する市内在住・在職の
60歳以上の笑顔の写真を募集しています。詳細は下記ホー
ムページをご覧ください。   http://www.city.matsuba
ra.osaka.jp/news/index.cfm/detail.1.33146.html

あなたの
60年分のとびっきりの笑顔を
お待ちしています。

なんでも
ギャラリー
なんでも
ギャラリー

◆隣人と仲良くしお互いの人権を尊重します
◆歴史と伝統を重んじ郷土の発展につくします
◆健康で良識のある市民になるよう努めます
◆家庭を愛し働く喜びをもって平和な社会をつくります
◆きまりを守りよりよいまちを次の世代に渡します

市民憲章　（昭和52年10月28日制定） 今月の表紙
「60周年に向けて。撮影中！」　　　

　来年の市制施行60周年に向け、広報係では大阪芸術大学と協定
のもと、記念映画を撮影中です。メガホンをとる大森一樹監督は
じめ、スタッフ、主演のお２人、エキストラの皆さんなど、たく
さんの人の協力で順調に進行中！皆さん、完成をお楽しみに！

2015 年2月 松原市市制施行 60周年
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2015 年2月 松原市消防団発足 100 年

     ふるさと守り、 これからも…。

人
の
動
き（
10月

1日
現
在
） 　

●
人
口
／
123,024人

　
●
男
／
59,344人

　
●
女
／
63,680人

　
●
世
帯
数
／
54,828世

帯
　
　
《
面
積
／
16.66㎢

》


